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はじめに

　本センターでは、各都道府県市のニーズ等を踏まえたテーマについて、
研修教材としてＤＶＤを制作・発行し、各都道府県市教育委員会及び教育
センター等に提供しています。

　これまで、ＤＶＤ「リーダー教員のためのメンタルヘルスマネジメント」
を初めとして、教師の指導力向上のための研修教材や小学校英語の指導の
ための研修教材、キャリア教育の指導のための研修教材をそれぞれ制作し、
教育委員会等に提供しました。同時に、これらのDVDが効果的に活用さ
れるよう、研修の進め方のモデルを開発し、各教育センター等に配布して
いるところです。

　ＤＶＤを提供して以来、各都道府県市教育センターからの依頼もあり、
本センターの指導主事が各地の研修会に出向いて、これらのＤＶＤを活用
した研修の実施指導に当たっています。

　そこで、本センターとしてはこれまでの経験を踏まえ、各教育センター
等がＤＶＤ研修を行う場合の指導者用テキストとして「NCTD DVD 活
用法〜改訂版〜」を刊行することとしました。

　本センターのＤＶＤの特徴はチャプター構成がとられており、全編通し・
途中での区切り・チャプターごとなど、研修の目的や研修参加者の状況に
応じ様々な研修方法をとることができるような構成・内容になっていると
ころです。

　本書は、本センターが開発したＤＶＤの特性を生かし、研修を効果的に
進めることができるようその活用の仕方を紹介したものです。

　各教育センター等において本書で紹介するＤＶＤ活用法を利用して研修
の一層の充実を図っていただければ、本センターとして望外の喜びです。

平成22年8月
独立行政法人教員研修センター
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Ⅰ	DVDの制作と活用

（１）　 最近、各地域の教員研修において、講義や演習を効果的にするた
め、ＤＶＤが研修教材として用いられています。ビデオもそうです
が、ＤＶＤも、研修参加者の視覚に訴えることができる利点を生か
して、意識啓発を図ったり、技法などの理解を容易にすることをね
らいとして活用されています。

（２）　 とりわけＤＶＤはクリアな映像を持つだけでなく、優れた操作性
を有し、多彩な活用が可能となります。その長所を具体的にあげれ
ば次のようになります。

ア　研修参加者にとって、説明だけの研修は内容が理解しにくいが、
映像や音声を使用することで理解しやすくなること。

イ　大抵のパソコンで使用できるので、スライド等のソフトと併用
が可能であること。

ウ　ＤＶＤを視聴させての討議や、ＤＶＤを利用した講義など研修
の進め方に工夫ができること。

エ　チャプターを選んで視聴したり、同じチャプターを繰り返し視
聴したりすることも可能であり、研修時間の調整も容易であるこ
と。

オ　一時停止や中途からの再生など操作性に優れていること。
カ　スクリーンの大きさに応じて様々な場所（研修室）で使用でき
ること。

キ　内部講師がＤＶＤを利用して研修を行えば、外部講師を招くよ
りも予算を抑えて研修運営ができること。

ク　保管もビデオテープに比べて簡便であること。

（３）　 そこで本センターにおいては、上記のＤＶＤの長所を生かして一
層効果的な研修が行うことができるよう、ＤＶＤ自体の内容・構成・
画面・音声にも工夫を加え、かつその利用の仕方を開発することに
しました。

	 　その際、意識したことは次の点です。

ア　学習のねらいやポイント、理解を期待する事柄を、研修参加者
が感覚的に捉えることができるよう映像化していくこと。

イ　ＣＧ・テロップ・フリップなども活用するとともに、ナレーショ
ンや音楽を工夫した映像（内容）とすること。

ウ　ＤＶＤをチャプター構成にすることによって、チャプターを選
んで見ることや、同じチャプターを繰り返し見ることを可能にす
ること。

エ　映像が単調になり研修参加者が飽きることのないよう、ドラマ
仕立ての内容を取り入れること。

オ　研修参加者に応じたＤＶＤの活用の仕方を開発すること。
 
（４）　このような目的で本センターが制作したものが次のＤＶＤです。

①　学校の新しい流れ　～教師力の連鎖～
②　You  can  do  it. ―小学校に英語がやってきた！―
③　リーダー教員のためのメンタルヘルスマネジメント
④　学校におけるコーチング
⑤　Enjoy English Together! −小学校英語活動における工夫

と留意点−
⑥　キャリア教育の進め方　−よくわかるキャリア教育−

　①〜④のＤＶＤはいずれもドラマ構成になっていますが、上述したとお
り単に鑑賞する内容のものではなく、研修での活用を念頭に置いた内容と
なっています。とりわけ、これらを視聴する研修参加者に応じた研修が可
能となるよう、登場する若手教員、学級担任、中核教員あるいは管理職を
それぞれクローズアップすることで、教員や管理職としての在り方や他の
教員への働きかけ方などについて、気づきを促すよう配慮がなされていま
す。⑤のＤＶＤは、小学校英語活動を担当する先生のために、その留意す
べき点についてまとめています。⑥のＤＶＤは、キャリア教育についての
講義等を行う際に活用しやすいように内容を分け、Ｑ＆Ａ形式でポイント
を説明しています。
　　　
　それでは、次の章からはそれぞれのＤＶＤを用いた研修方法について、
具体的に説明します。
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Ⅱ	指導力向上のために
	 「学校の新しい流れ　～教師力の連鎖～」

１　本ＤＶＤのねらい

　今後、団塊の世代の教員が大量に退職し、それに伴い新規に採用される
教員の数が増えてきます。若手教員の育成は、管理職による指導はもちろ
ん、中堅教員による日常的な指導が必要であり、そういう意味でもミドル
リーダーとしての中堅教員のリーダー性を育てることが急務となっていま
す。

　教員の資質・能力の向上というと、どういう研修が思い浮かぶでしょう
か。研修を企画する人も研修に参加する人も、いま教員に求められる資質・
能力はこういうことです、ということをあげたり、その背景を考えたり、
具体的にどういうことができなければならないかを考えたりすることが多
いと思います。
　そして、求められる資質・能力を身に付けるための知識・技術、考え方
を学ぶ研修の重要性を考えます。

　もちろん、それは大切なことです。しかし、そうした力だけが求められ
る教師力でしょうか。本ＤＶＤは教員の指導力を育てることをねらいとし
た教材ですが、その資質能力を具体的には示してはおりません。しかし、
２回の研究授業のシーンを通して、教師と子どもの教育的関係の有り様を
どのように考えるべきか課題提起しています。

　教育的関係とは「愛と信頼の関係」であり、その関係において大事なこ
とは、子どもに心を行き届かせる教師のまなざし・感性ではないでしょう
か。皆さんはどう考えますか。
　
　ところで、管理職にとって、「人を動かし、人を育てる」ためには、「人
を見るまなざし」や「人とのかかわり」、「人への働きかけ方、そのタイミ
ング・方法」、「人を認めること」なども大事な力となります。教職員との
関係を取り結ぶ力といってもいいでしょう。

　つまり、教員のどんな点が課題か、どんな思いを抱いているか、管理職
自身も心と言葉を行き届かせながら、それぞれの教員が持っている力を学
校としての力に高めていくために、教員の指導力の向上を図り、リーダー
性を育てていく。大事なことはそのことを普段に実践しようとする志では
ないでしょうか。
　　　　
　本ＤＶＤ教材は若手教員を指導する中堅教員の力を管理職が育てるとい
うタイトルになっていますが、切り口によって、様々な立場の先生にみて
いただくことも出来るように工夫されています。

２　主な登場人物

山本　広　教諭（男性：４２歳）
　これまで大きな挫折もなく、教員生活を送ってきた。経験は豊富で、学
級経営は手堅く無難にこなすので、保護者からの信頼も高い。自分の学級
経営に疑問も抱かず、逆にそれが課題への気づきを妨げている一因とも
なっていた。しかし、学校改革のプロジェクトチームに参加し、研究授業
を担当する中で、壁にぶつかり悩み始める。

野口　さつき　教諭（女性：２３歳）
　教職経験２年目の若手教師。若手なりの意欲や熱意を持って学級経営に
あたるが、経験が少ないので、校長に不安を抱かせる。経験がない分、既
成の価値観にとらわれない柔軟性も備えている。

橋爪　均　校長（男性：５８歳）
　本年度、舞台となる小学校に赴任してきたベテラン校長。飄々として温
和な印象だが、内では、教師の仕事の在り方に危機感を抱いている。アイ
デアマンで、校内改革を仕掛けるが、決して表に出て指示をするのでなく、
教師自身が問題の所在に気づくまで、優しく見守り、短い言葉で助言する。

小日向　文男　教頭（男性：５０歳）
　教頭経験２年目。学校内の様子を校長に報告する。あるいは改革への校
長の真意をメンバーにうまく伝えるなど、校長と教員の間をつなぐ管理職
として不可欠な役割を演じる。

千賀　すず　教諭（女性：４２歳）
　山本の同僚教師。山本と同世代だが、手堅い山本とはタイプが異なる。
前向きで楽天的な山本とは違い、授業では常に立ち止まって考えるような
タイプ。一つの教育的価値観に縛られることがないため、山本の授業や指
導法に違和感を持ち、それを何気なく示唆する役回りを演じる。

北村　健一郎　教諭（男性：５４歳）
　野口と同じ学年のクラスを担当するベテランの教員。長い経験で、自ら
の技量への自負はあるが、それを前面に出すことはしない。時に、的を射
た指摘をし、それが山本の課題の気づきに生かされることもあり、この世
代の存在の大切さを感じさせる。

金田　洋之助　講演会講師
　山本が壁にぶつかった時に、校長の助言で聞く講演の講師。分かりや
すい言葉で、人と人とをつなぐ上での、心と言葉の大切さを語り、山本が
失っていたものに気づくきっかけを与える。 
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３　あらすじ

　小学校の校長、橋爪は、校内を巡回していて、２年目の若手教員、野口
の学級に落ち着きがないことが気になっていた。そこで、教頭と相談して、
中堅の山本に野口へのアドバイスを任せる。依頼を受けた山本は、野口の
相談にのるものの、そのアドバイスは、経験の少な
い野口にはピンとこないものばかりであった。
　野口からその話を聞いた教頭は、野口の指導役と
して山本は適任でないのでは、という教頭に対し、
校長は、引き続き山本に指導役を任せるように教頭
に指示する。そこには、若手教員と共に中堅教員を
も学校経営の軸となるよう育成しなければいけない
という校長の思いがあった。
　教頭が、再度、山本に指導を依頼したところ、山
本はよい授業のための「チェックリストを作ればよ
いのでは」という提案をする。そして、山本は、野
口の授業を見ることもなく、自身の経験則で短時間
のうちにチェックリストを完成させてしまう。
　出来上がったチェックリストは、野口にとっては、山本のノウハウの固
まりのようなものと感じられ、大喜びをする。しかし、校長と教頭は首を
かしげざるを得なかった。そこには、山本が長い教員生活の中で身につけ
た、様々な指導技術のポイントが並んではいたが、一人の教師として、教
室でどのように子ども達と向き合うのかといった根本的なこと、すなわち、
山本自身の教育理念がなかったのである。このチェックリストを見た野口
が形にだけこだわってしまうという不安が、校長たちの脳裏をよぎる。
　山本は優れた教師だ。これまで、一生懸命自己研鑽を重ね、今の指導技
術を得たに違いない。山本に教育理念がないわけではないのだ。それを野
口に伝えるだけの時間や場が少なすぎるのだ。そう考えた校長は「仕掛け」
を思いつく。その仕掛けとは、授業改善のプロジェクトチームを構成し、
そこに若手教員の野口や中堅教員の山本、千賀、そしてベテラン教員の北
村を配置し、世代間の連携を促すことだった。

４ チャプターごとの主な内容

○チャプター１	 若手教員の課題（校長の悩み、危惧）　 4分14秒

○チャプター２	 若手教員の指導役　 10分25秒
	 （山本の役割意識の希薄さ、校長の決心）
○チャプター３	 ミドルリーダー育成の仕掛け（１）　 11分09秒
	 （校長の仕掛け、山本の葛藤）
○チャプター４	 ミドルリーダー育成の仕掛け（２）　 7分20秒
	 （山本の研究授業とその変化への気づき） 
○チャプター５	 新しい流れ（様々な世代の教員の授業）　 12分34秒

５　ＤＶＤの研修活用例

　ここでは、ＤＶＤの研修活用例３つを紹介します。活用例はみな、管理
職の中堅教員育成のためのものですが、それぞれＤＶＤの視聴方法や協議
テーマを変えています。以下にそれぞれの活用例とその留意点、研修の手
法等を説明します。
　また、視点を変えれば、管理職研修ばかりでなく、中堅教員研修や初任
者研修にも活用可能です。

（１）　教員の指導力向上を図る研修における活用例
研修目的：若手教員の指導力の向上（３時間想定）
研修方法：全編視聴後の討議形式

ア　研修の流れ
研修の進め方 関連する視点や課題

１　ＤＶＤ視聴

２　全体討議

３　グループ討議・
　　全体発表

４　自己のまとめ

５　全体のまとめ

○ＤＶＤを、通して視聴させる。

○視聴を振り返り、討議させる。
①全体で印象に残った場面はどこか。
そこで何を感じたか。

②校長の「仕掛け」についてどう思うか。

○次の３つの課題から一つを選択し、グ
ループ討議し、全体で発表させる。
①若手教員の育成
②指導力の向上
③中堅教員の育成

○以下の観点について各自まとめさせる。
①気づいたこと（考えが変わったこと）
②自校での実践にどう生かすか。

○ＤＶＤの基本コンセプトや重要語句に
ついて解説する。

○教師力、指導力とはどのような力なのか。
○教員の抱える指導上の課題をどう把握する
か。（把握してきたか。）

○若手教員に、自分自身を鍛えるチャンス、先
輩教員から経験を伝え聞く機会などが用意さ
れているか。

○中堅教員が若手教員の目指す教師像となるよ
うどのように育てているか。

○職員間の同僚性を高めるために配慮している
ことは何か。

○外部の力を借りるときの留意事項は何か。

○教員として必要な力や感性をどう育てるか。

イ　研修の進め方とその留意点　

（ア）ＤＶＤ視聴①

　
・本ＤＶＤは教員の「感性」「気づき」を大切にしています。とかく、研
修の開始にあたって、主催者側のねらいや伝えたいことを丁寧に解説しが
ちです。それは研修参加者にとっては、「押しつけ」と捉えられたり、そ
の後の視聴で感動がなくなってしまうことになります。本ＤＶＤは、ドラ
マ仕立てになっていますので、映画視聴と同様、簡単な登場人物の紹介程
度に留めて、導入はあっさりと入り、先入観をもつことなくＤＶＤを見て
いただいた方が、研修の深まりが期待されます。　　　　　　　　　　　

ＤＶＤの内容は特に説明せずに研修参加者に視聴させること。留意点
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　なお、準備するものは、模造紙と付箋紙、サインペンがあればよいで
しょう。
　出されたアイデアについては、マトリクスでカテゴリーに分けたり、Ｋ
Ｊ法的にカテゴリー分類するなどして考えを整理、集約していきます。

・付箋紙は、見やすいように、横書きにし、サインペンを使用させます。
記入する内容は、具体的に簡潔文で書くように指示します。特に、キーワー
ドのみだと具体性がなく、表面的な理解になりがちなので注意しましょう。

・グループ討議の発表において、例えば、「子ども理解力」「コミュニケーショ
ンスキル」「学級づくり」「同僚性」「連携・協力」などのキーワードが用
いられると思われますが、なぜ、誰にとって、どのように問題なのかを具
体的に考えることの重要性を指摘し、理解が抽象的なままに終わらないよ
う配慮します。

（エ）自己のまとめ

・グループごとの全体発表後は、全体のまとめで終わることが多いが、そ
の前に「自己のまとめ」を位置づけます。「自己のまとめ」を入れること
によって、自己の意識の変容や自校での生かし方など、次につなげていき
ます。

　　
（イ）　全体討議

・教員生活を続けていくうちに忘れかけてしまった「感性」を再び引き出
すため、必要以上の情報を与えずに、ＤＶＤを見ていただいた後、感じる
ことや考えることを自由に出してもらいます。

・視聴後の振り返りでは、校長の「仕掛け」に気づかせるよう、進行側が
上手に聞いていくとよいでしょう。

（ウ）　グループ討議・全体発表

・グループ討議では、３つの選択課題から一つ課題を選択してもらいます。
話合いは自由討議でもよいですが、付箋紙を活用し、ＫＪ法（注1）やブレ
インライティング法（注2）などで実施すると、より主体的な
参加を促すことができ効果的です。右の写真は、実際にブレ
インライティング法を使っての研修風景です。
　この手法は、テーマに関する多様な意見を抽出する発想支
援法です。手順については、次の通りです。

課題の共有化を図るとともに、「仕掛け」の意義について意
識させること。

討議するテーマは、具体的なテーマで焦点化して協議ができ
るようにすること。

研修を１回（１日）の単発に終わらせず、研修での気づきを
自校での実践に生かし、その実践を持ち寄った研修を次回の
管理職研修で実施するなど研修に深まりが見られるように工
夫すること。

留意点

留意点

留意点

主な登場人物紹介の使用スライド例

＜ブレインライティングの手順＞
①	 ６人ずつのグループ編成をする。
②	 研修参加者に下のような用紙を配布する。
③	 選択したテーマに従って、最初１の空欄に、５分間で三つアイデアを記入し、左手の研修参加者に渡す。
④	 次に、手渡されたシートの２の空欄に、１の欄に記入されたことから連想したアイデアを③と同様 
	 に５分間で記入する。
⑤	 この手順で、５分で三つずつアイデアを連想して、左手の研修参加者に渡す。
⑥	 ３０分で全ての欄を埋めるようにする。
⑦	 全ての欄が記入できたら、その中から特に良いと思うアイデアを各自三つずつ発表し合い、アイデ 
	 アを絞っていく。

テーマ：（選択したテーマ）

A B C

1

2

3

付箋
参考：発想法入門　星野　匡　著　　日本経済新聞社 (P.67)

（注１）　ＫＪ法は、文化人類学者の川
喜田二郎氏が発案した収束思考の技法
です。
様々なデータやアイデアをカードに記
入し、それらを共通のものでまとめて
いき、新たな仮説を発見しようとする
ものです。

（注２）　ブレインライティング法は、
ドイツ人のホリゲルが開発した６３５
法を、バッテル記念研究所 ( フランク
フルト ) のスタッフが改良したアイデ
ア発想法である。

ブレインライティングの手法による研修
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（オ） 全体のまとめ

・ＤＶＤに登場する野口先生や千賀先生などの言葉を引用して解説すると、
ＤＶＤを活用した良さが活かされます。以下の例は、教育観を平易に表現
した言葉です。なお、重要語句の解説については、Ｐ 23 の（２）研修
担当者に考えてほしいことを参考にしましょう。
　例）野口先生の言葉
　　　「授業って、教える科学と子どもたちの意欲を引き出す
　　　芸術との合体なんですね」

　　　千賀先生の言葉
　　　「授業って生き物みたい」
　　　「授業って、ライブに似ている」

　　　北村先生の言葉
　　　「私なんか、ただ教室で子どもたちと一緒に
　　　いられるだけで幸せでしたからね」

（２）学校の体制づくりを考える研修における活用例
研修目的：教員の力が生きる学校の体制づくり（２時間想定）　　
研修方法：一度区切って視聴し討議する形式

本ＤＶＤは、教員の指導力向上のためのスキル習得に重点を
おいているのではなく、教員が忘れかけている本来の教育の
原点に戻り、教員として必要な教師力や感性、教員としての
成長などについて気づかせることが大切であること。

留意点

ア　研修の流れ
研修の進め方 関連する視点や課題

１　テーマの説明

２　ＤＶＤ視聴①

３　課題提示・討議

４　ＤＶＤ視聴②

５　自己のまとめ

６　全体のまとめ

○研修のテーマについて簡単に説明する。
　「教員の力が生きる学校の体制づくりに
どのように取り組むか。」

  
○チャプター２（ミドルリーダー育成（１）
までを視聴させる。

  

○課題を提示し、討議させる。
　「あなたが校長なら、この後どのような
仕掛けをしていきますか。」

○ＤＶＤの続きを視聴させる。

○研修参加者の気づきや感想等を発表し、
まとめさせる。

○ＤＶＤの基本コンセプトや重要語句に
ついて解説する。

○個々の教員の指導力など把握しているか。
（してきたか。）

○教員一人一人の持ち味を生かした体制づくり
に、管理職としてどのような働きかけを行っ
ているか。

○教員の抱える指導上の課題をどう把握する
か。（把握してきたか。）

○組織力を高めるために、管理職としてどのよ
うに働きかけを行っていくか。

○教員が相談し合える雰囲気づくりのために、
管理職として心がけるべきことは何か。

○職員間の同僚性を高めるために配慮している
ことは何か。

○教員として必要な力や感性をどう育てるか。

イ　研修の進め方とその留意点　
（ア）ＤＶＤ視聴①

　

（イ）課題提示・討議

・持参課題がない場合の討議では、ブレインストーミングを用いた手法に
よる討議など工夫して行うとよいでしょう。
グループはあらかじめ視聴前に決めておき、グループごとに座席配置を決
めておくと、移動がスムーズです。グループの人数は５～６人が協議の人
数には適当であると考えます。

ＤＶＤの内容は特に説明せずに研修参加者に視聴させること。留意点

研修の運営を効果的に行うために、参加する管理職から現在
の自校の「教員の力が生きる学校の体制づくり」という観点
からみた課題を持参させ、討議させること。
研修参加者には課題意識をしっかりもってもらい、発表させる
こと。

留意点

＜ブレインストーミングの手順＞
①グループで出された意見を模造紙やホワイトボードなどに全て書き出します。
②進行役を決め、話が的外れにならないように軌道修正を図ります。
③グループは様々な意見が出るように、できるだけ等質のメンバーにならないように配慮します。
④自由に発言し、すべて記録します。
⑤時間設定は行っても、行わなくても良いが長時間になると効果が薄くなります。

ブレインストーミングの四つのルール
①　批判厳禁　　　　②　自由奔放
③　相乗り歓迎　　　④　質より量

（ウ）ＤＶＤ視聴②

（エ）自己のまとめ

（オ）全体のまとめ

ＤＶＤ内の管理職の「教員育成の仕掛け」と自分の考えを比
較考慮しながら、視聴させること。留意点

ベテラン、中堅教員、若手教員による協働体制についてまと
めさせること。研修を1回（１日）の単発に終わらせず、研
修での気づきを自校での実践に生かし、その実践を持ち寄っ
た研修を次回の管理職研修で実施するなど、研修に深まりが
見られるように工夫します。

ＤＶＤは、教員の指導力向上のためのスキル習得に重点をお
いているのではなく、教員が忘れかけている本来の教育の原
点に戻り、教員として必要な教師力や感性、教員としての成
長などについて気づきを促しているものであることを強調す
ること。

留意点

留意点

全体のまとめの様子
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（３）ミドルリーダーの育成を図るための研修における活用例

研修目的：若手育成のための中堅教員（ミドルリーダー）の育成
　　　　　（２時間想定）　　
研修方法：一度区切って視聴し討議する形式

ア　研修の流れ
研修の進め方 関連する視点や課題

１　ＤＶＤ視聴①

２　課題提示・討議

３　ＤＶＤ視聴②

４　自己のまとめ

５　全体のまとめ

○ＤＶＤのチャプター４（山本先生が一
人で悩む場面）までを視聴させる

○課題別に２つのグループに分け、課題
について二分法で討議し、発表させる。

　
　Ａ　山本先生の気持ちに焦点を当てる。
    　「山本先生はどんなことで悩んでい 
　　るのか。」

　B　橋爪校長の気持ちに焦点を当てる。 
　　「山本先生の悩みにどう応えるか。」

○ＤＶＤの続きを視聴させる。

○考えたこと、気づいたことについて自
由に発表させる。

○ＤＶＤの基本コンセプトや重要語句に
ついて解説する。

○管理職として、中堅教員の抱える課題をどの
ように把握しているか。（把握してきたか。）

○中堅教員の指導力や「殻」、感性についてど
のように考えているか。

○管理職は、中堅教員を育成するためにどのよ
うな「仕掛け」をしているか。

○中堅教員が若手教員の目指す教師像となるよ
う、どのように育てるか。

○教員として必要な力や感性をどう育てるか。

イ　研修の進め方とその留意点　

（ア）ＤＶＤ視聴①

（イ）	 課題提示・討議

≪インタビュー形式で≫
・ＤＶＤのチャプター４（山本先生がひとり悩む場面）で一度ＤＶＤを止め、
考えてもらいます。
このような場合には、インタビュー形式が有効です。
たとえば、研修参加者を二つに分け会場の右側半分には山本先生の気持ち
で、左側半分には橋爪校長の気持ちで考えてもらいます。
まず、山本先生の気持ちを、何人か聞いていき、その後、山本先生の言葉
に応える形でマイクをあてていきます。その際には、追加質問をしながら、
テンポ良くライブ感をもって進行するとよいでしょう。質問については、

ＤＶＤの内容は特に説明せずに研修参加者に視聴させること。留意点

研修の運営を効果的に行うために、参加する管理職から、現
在の自校の「若手育成のための中堅教員の育成」という観点
からみた課題を持参し、討議させること。

留意点

Ｐ21（課題例⑩ ）を参照してください。
・インタビューの内容では、「一人ひとりの子ど
もたちに寄りそう」とか「子どもの立場に立っ
た授業」など、一見わかっているような回答が
出されることが多いと思います。インタビュアー
は、具体的にそれはどういうことなのか、また、
教頭先生や北村先生には聞かず、直接校長先生
に聞く、山本先生の心情はどこから出ているの
かなど、追加質問し、深く読み取り考えさせます。

≪ロールプレイで≫
・時間があれば、橋爪校長と山本先生の二人のや

りとりを、ロールプレイで行ってみるのも効果的です。座席の隣同士で二
人組になってやりとりを体験後、進行役が何組かに指名し、研修参加者の
前でロールプレイを行ってもらいます。
　ただし、単なる盛り上がりや受けねらいにならないよう、研修担当者は
進行に注意することが必要です。

（ウ）ＤＶＤ視聴②

（エ）自己のまとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　研修を 1 回（１日）の単発に終わらせず、研修での気づきを自校での
実践に生かし、その実践を持ち寄った研修を次回の管理職研修で実施する
など、研修に深まりが見られるように工夫します。
  

（オ）全体のまとめ

ＤＶＤ内の「中堅教員の育成」と自分の考えを比較考慮しな
がら視聴させること。野口先生の言葉にも着目させ、山本先
生の成長が、野口先生の成長に大いに役立っていることに気
づかせること。

中堅教員の指導力向上についてまとめさせるとともに、中堅
教員が校内の中心的存在になるべきであるにもかかわらず、
日頃の業務に追われている中で見失っていることはないのか
どうか、経験を積み重ねてきた中堅教員としての魅力とは何
なのかについても再確認させること。

本ＤＶＤは、教員の指導力向上のためのスキル習得に重点を
おいているのではなく、教員が忘れかけている本来の教育の
原点に戻り、教員として必要な教師力や感性、教員としての
成長などについて気づきを促しているものであることを強調
すること。

留意点

留意点

留意点
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③　チャプター２
＜野口＞
　「山本先生、教えてください・・・
うまく授業に入れないんです。どう
したらいいんでしょうか」
＜山本＞
　矢継ぎ早に説明を始める。
＜野口＞
　「（山本のアドバイスを聞きながら）（モノローグ）それって、山本先生
だからできるんだよな・・・」
　「さすが、先生はすごいですね」（ほめる言葉とは裏腹に元気がない様子）

④　チャプター３
　教頭の『若手教員の指導力アップ』
のために何かいい取組はないかとい
う相談に
＜山本＞
　「何かこう授業のチェックリストの
ようなものがあるといいかもしれま
せん」
＜教頭＞
　「授業のチェックリスト？」
＜山本＞
　「・・・言ってみれば良い授業のため
の“あんちょこ”みたいなものです」
＜教頭＞
　チェックリストを野口先生のために
作成してほしい旨を山本に伝え、
　「もう一度、野口先生の授業を見てお
いては・・・」
＜山本＞
　「大丈夫です。今回は見ずに作ってみます」　
　　　　　

＜野口＞
　山本の作成したチェックリストを見て喜んで・・・
　「そう、そうなんです。私、こういうものが欲しかったんです」
　「いいのかなー、山本先生の貴重な財産を貰って」

６　本ＤＶＤが提起している課題
－様々な切り口から教員の感性に訴えかける研修にするために－

（１）本ＤＶＤの様々な切り口
　本ＤＶＤ教材は、主に管理職を対象にミドルリーダーを育成するために、
どのような取組が重要となってくるかを示唆するものとなっていますが、
様々な切り口から活用することによって、中堅教員やベテラン教員に、自
分の教師としての在り方を見直すきっかけを与える研修教材としても活用
できる内容となっています。
　以下に、立ち止まって考えたり話題にしてほしい場面を、さまざまな切
り口でご紹介します。その際、どのような課題を投げかけるかその例を示
します。

①　チャプター２
＜校長＞
　「（若手の野口先生のことを）まあ、
一生懸命なのはいいんですが・・・
どうも子供に落ち着きがない・・・」
　「熱意はありますが、それだけでは
無理がある。」

＜教頭＞
　「そうですね。まるで友達感覚なんです。甘く見られなければいいんで
　すが」
　「少し気になりますね」

②　チャプター２
＜教頭＞
　「( 野口先生にアドバイスを ) お願いできますか！良かった。野口先生、
まだ２年目ですからね。今はもっと悩んで、周りの先生から色んなことを
学んでいくと良いんですが・・・。」

＜山本の心の声＞
　「て、そういうのに気づかせるのも教頭の役割でしょう。どうして僕に
押しつけてくるのかな。」

野口先生の課題はなんです
か。あなたならどのようなし
かけをしますか。

課題例①

山本先生は気づいていないよ
うですが、何が課題だと思い
ますか？　日ごろの運営体制
の在り方について山本先生の
不満はどこからきているもの
でしょうか。

課題例②

山本先生の対応についてどの
ように感じますか？

課題例③

どこが、問題だと思います
か？

課題例④ -1

貴重な財産とありますが、野
口先生にとって“何が・どの
ように”悩みになっていたの
でしょうか？
先生方の学校にはこのような
貴重な財産をお持ちの先生は
いますか？

課題例④ -2

☆研修講師からのワンポイントアドバイス（例）　
それぞれの先生がそれぞれの財産を持っているのが学校です。でも、その財産
を自分だけのものにしていいのでしょうか。視点を保護者に移した場合、山本
先生に担任してもらえばありがたい、野口先生だと不安、という思いにつなが
ります。これは、信頼される学校づくりとは逆行してしまうものです。保護者
が安心できるためには教師がその経験をシェアし、学校全体が子どものために
取り組んでいるという雰囲気にあふれた学校づくりが大事ではありませんか。
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あなたが校長先生だったら山
本先生からの相談に応じます
か。
・「応じる」と答えた場合：
なぜ応じるのですか。
どう応えますか。応えの内容
によっては教頭先生の対応と
整合を欠くことになります
が、どうしますか。
・「応じない」と答えた場合：
なぜ応じないのですか。応じ
ない場合、どうしますか。

課題例⑩

納得しない山本先生に、あな
たが校長先生だったらどのよ
うなしかけをしますか？

課題例⑪

北村先生は「教師の経験って」
に続けて、どんなことを言い
たかったのでしょうか？

課題例⑨

☆研修講師からのワンポイントアドバイス（例）　
北村先生は、山本先生のこれまでの教師としての経験による自信が、かえって、
子どもたちを見る大切な視点を見失っていることに気づかせようとしていま
す。中堅教員にとって陥りがちな点に目を向け、自己の教員生活を謙虚に振り
返られればと思います。

☆研修講師からのワンポイントアドバイス（例）
校長先生は質問には具体的には応えず、山本先生が見失っていることに気づい
てもらうために逆に質問をぶつけています。山本先生が野口先生に伝えるべき
大切な事柄を伝えていないということに気づいてほしいからです。しかし、こ
の場面では、山本先生はまだ納得はできないのですが外部の研修会には参加し
てみようという気持ちになっています。この橋爪校長のアドバイスの持って行
き方、心配りが山本先生を動かしているのではないでしょうか。

あなたなら野口先生にどのよ
うに対応しますか？

課題例⑤

⑤　チャプター３
＜野口＞
　「ありがとうございました」
　「チェックリストについてもう少し
詳しく教えて欲しいんですけど・・・」
＜山本＞
　「今忙しいんで。悪いけど後にして
くれませんか」

橋爪校長先生はこの学校の体
制や教師のあり方について、
どんな点が問題だと感じてい
たのでしょうか？
あなたが校長先生だったらど
のように動きますか？
まず何をされますか？

課題例⑥⑥　チャプター３
＜校長＞
　「何かしないといかんかな」

山本先生は忙しいと言いなが
らも引き受けていますが、山
本先生の姿勢をどう感じます
か。

課題例⑦

⑦　チャプター４
（校長が授業研究のプロジェクトチー
ムのまとめ役を山本先生に依頼してい
ます。これに対して）
＜山本＞
　「ええ・・・、まぁ ( まんざらでも
ない )、忙しいんですけどね・・・・・。」

ベテランの北村先生が、学校
運営について校長先生に意見
を述べていますが、北村先生
の思いや考えをどのように受
け止めますか？

課題例⑧
⑧　チャプター４
＜北村＞
　「しかし校長、来月から、色々な行
事の準備で忙しくなりますよ。ただで
さえ毎日の校務でてんてこまいなの
に、これ以上仕事を増やすのも、どう
かなぁ・・」

⑨チャプター４
山本の授業研究会で
＜北村＞
　「そうでしょうか、私は質問したい
子がいたような気がしてなりません」
　「若いときの山本先生ならきっとそ
こに・・・・・・教師の経験って・・・・・
まぁいいか。」

⑪　チャプター４
＜校長＞
　「山本先生はどんな子供を育てたい
と思って先生になられたんですか？」
　「山本先生はご自分の夢に到達され
ていますか？」

⑩　チャプター４
＜山本＞
　「いい教師になろうと、それなりの
技術は身に付けてきた。それを野口先
生にも伝えたし、無理をして研究授業
も引き受けたんだ。どこが悪かったと
いうんだろう。」（分かっているようで
分かっていない山本の悩む様子）
＜山本＞
　「直接、校長に聞いてみるか」



NCTD　DVD活用法22 23指導力向上のために

②　なぜこのような力が大切か。それは一つには教師が教師生活を過ごす
間に自分として気づかない「慣れ」や「殻」を身に付けてしまっていな
いかということです。

　　その「殻」とは、例えば次のようなことです。

⑬　チャプター５
山本先生や野口先生やその他の先生方
がようやく大切なものに気づいた場面。
＜野口＞
　「子供が主役の授業ってああいうもの
なんだ。私の授業とは違うな」
　「授業って教える科学と子供達の意欲
を引き出す芸術との合体なんですね」　

＜山本＞
　「子供の気持ちと向き合う、といった先輩の言葉の深い意味がようやく
身にしみて分かるようになりました」
＜千賀＞
　「授業ってライブと似ている」
＜野口＞
　「あっ　私、今、千賀先生にも教えをいただいている」 野口先生や山本先生、千賀先

生が気づいたことってどんな
ことでしょうか？

課題例⑬

山本先生は校長先生たちがよ
く見ていると述べています。
あなたはこのＤＶＤを見て何
が一番の課題だと思います
か。
また、どのような仕掛けをし
ますか？

課題例⑭

☆研修講師からのワンポイントアドバイス（例）　
本当に教師と教師のぶつかり合いによる高めあえる教師集団は、教師一人ひと
りの教師力を高めるだけではなく、学校力を直接高めていきます。そのために
は、一人ひとりがこれまでの取り組みを振り返るとともに、各自の教育観を語
るなど、教育の原点を考えてみることも大切ではないかと思います。まさにそ
れが橋爪校長が山本先生に語りかけているように、教師一人ひとりの「夢」を
形づくっているのではないでしょうか。

○ライブ力
　・子どもを引き寄せる力
　　（場の雰囲気を作る、満足感を与える演出とカリスマ性）
　・子どもをステージに上げる力
　　（子どもが主役になる場を作る）
　・毅然とした態度をとる情熱と説得力
　　（倫理的な分析力と信念）

○向上心
　・「殻」をうち破る勇気と決断（不断の向上心）

「殻」とは、
それぞれの教員のアイデンティティーを形づくるものではあるが、し
かし往々にして、それまで培ってきた力量に自身を持ち、自分なりの
ペースを崩さず、自分が培った価値観に基づいて子どもを見ようとす
る傾向が生じがちである。
具体的には、

ア　子どもの実態をよく見ずに、過去に習得した効果の
あった指導方法に固執して指導に当たる。

イ　他人の意見を取り入れたり、新たな視点で指導方法を
工夫したりしない。

ウ　授業をする際に、子どもに知識の習得のみを求める指
導法から脱皮したいと思いながらも、新しい学習展開
や指導方法を活用することをためらう。

⑫　チャプター４
＜山本の心の声＞
　「教師の力として一番大切なことは
何か、僕はそれを見失っていたのかも
しれない。」
＜山本＞
　「（独り言）それか。校長が言いたかっ
たのは」

⑭　チャプター５
＜山本＞
　「それにしても、今回はずいぶんと
助けられたなぁ。」
＜野口＞
　「何がですか？」
＜山本＞
　「校長先生と教頭先生。僕達のこと、
ホントによく見てるんだもん・・・。」

山本先生が気づいたことはど
んなことだと思いますか？
それは具体的にどうすれば出
来ると思いますか？

課題例⑫ -1

今までの自分を振り返って、
あなたには忘れたり置き去り
にしてきたものはありません
か？

課題例⑫ -2

（２）研修担当者に考えてほしいこと

①　一般に指導力（教師力）というと、おおよそ次のような力が指摘され
ることが多いと思います。

　　◎これまで教師に求められてきた資質・能力とは
　　　　・責任感と使命感
　　　　・他から学ぶ謙虚さ
　　　　・社会への敏感さ
　　　　・子どもが「自分が認められている」と感じる指導指向
　　　　・教科の専門性
　　　　・教員としての職を全うする知識・教養
　　　　・コミュニケーション能力
　　　　・子どもの目線への転換力

　このような力はもちろん大切ですが、同時に今の教師にとって考えるべ
き力として、本ＤＶＤでは上記の資質・能力に加えて次のような力を提起
しています。
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その１　
You can do it.
−小学校に英語がやってきた！−

その２
Enjoy English Together !
−小学校英語活動における工夫と留意点−

小学校外国語活動の
指導のためにⅢ

③　本ＤＶＤでは、こうした「殻」を打ち破るきっかけとして外部講師の
講演会を取り上げています。

　　もちろん、校長や教頭の示唆、ベテラン教師のアドバイスなども考え
られます。いずれにしても、教師にはいろいろな人に耳を傾ける謙虚さ
が必要ではないでしょうか？

④　また、長い間の教師生活の中で、「わかったつもり」になってしまう
ことがあります。例えば、「連携・協力」です。

　　連携、協力が大切です、といいますが、連携や協力とはどうすること
なのでしょうか。言葉では簡単ですが、実践に結びつけることが難しい
場面もあると思います。このことを具体的に考えるためのヒントが本Ｄ
ＶＤ教材には盛り込まれています。つまりは、学校の抱えているさまざ
まな課題を含んでいるのです。これらの課題をどう捉え、そして研修に
生かし、教師力の向上に結び付けていくかは、研修担当者の『感性』も
重要になってきます。

　　本ＤＶＤは、既に述べたようにこうしたキーワードを抽象的なまま理
解するのではなく、具体的に考えることの必要性を課題として投げかけ
ています。是非、具体的に考えてほしいものです。　

⑤　研修担当者は、研修時間が限られていたりすると管理職の一般的な役
割・教師の授業力やそのあり方の課題・組織的取り組みの必要性を指摘
することでまとめにしてしまうということはないでしょうか。

　　ポイントを簡潔にわかりやすく伝えることは難しいものですが、研修
担当者にとって、このことがもっとも大事なことではないでしょうか。

⑥　誰もがやりがいを感じるときに力を発揮します。学校の一員としての
自覚とか経営に参画する意識ということは、そういうモチベーションを
高めることではないでしょうか。

　　学校への所属意識や連帯感が生まれる「仕掛け」を打つこと、そのこ
とが「人を育てる」ことにつながる。このことを本ＤＶＤは訴えています。

　　そのためにも「風景のよい職場」が大事ではないでしょうか。

⑦　私達の願いは、子どものよりよき成長です。
　　子どもは教育によって成長します。私たち教職員の使命は重いもので
す。忙しいから、大変だからといって、置き去りにされている大切なも
のに気づき、見直し、そして今後につなげていく、本ＤＶＤ教材がそん
な研修の一助にとなればこの上ない喜びです。

エ　教材分析や事前準備も行わないまま、工夫改善なく授業
を進めてしまっている。
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その１
「You can do it.
　－小学校に英語がやってきた！－」

１　本ＤＶＤのねらい

（１） 　本ＤＶＤは、新しい学習指導要領が示され、小学校において外国
語活動が導入されることに伴い、学習指導要領の外国語活動の目標
などを踏まえて、次の３点がポイントとなっています。

ア　子どもたちが外国の文化に親しみ、英語を楽しいと感じること。
イ　少しの工夫をするだけで、効果的で楽しい授業を行うことがで

きること。
ウ　管理職やリーダー教員は、学校一丸となって英語に取り組める

ような雰囲気や体制を構築することが大切であること。
　　　
（２）　　このＤＶＤ教材は、校内体制の在り方や英語の授業における工夫

のポイントを紹介しています。また、新たに小学校に導入される外
国語活動の推進について、どのように各学校が組織的に取り組むか
を例示しています。

	 　このＤＶＤを視聴する研修参加者がこれらの点について、それぞ
れの学校の状況や子どもの姿などを踏まえて、具体的に今後の取り
組み方を考えていくことが最も大切なことと思われます。

Ⅲ	小学校外国語活動の指導のために ２　主な登場人物

永田　由美子　東西小学校５年１組の担任兼学年主任
　４０代前半で、物語の主人公。英語教育導入に際し、中核教員と
して積極的に取り組んでいる。

後藤　文彦　東西小学校５年２組の担任　３０代前半の男性教員
　個人的に英語を学び、英会話に自信をもっている。しかし、英語の
指導法には詳しくない。

葉月　真理　東西小学校５年３組の担任　２０代後半の女性教員
　自分の英語に自信がないため、これまでのティーム・ティーチング
ではＡＬＴ任せの授業になっていた。

田中　和晃　東西小学校５年４組の担任　４０代前半の男性教員
　普段の授業では、ユーモアにあふれ、楽しく授業を行うことを信条
としている。しかし、英語の授業では、自分の力を十分に発揮できて
いない。

佐藤　景子　東西小学校の校長　５０代後半の女性
　近々導入される小学校における外国語活動をにらみ、校長として組
織的に英語の授業に対する教員の意識や姿勢の改善を目指している。

小沢　忠弘　東西小学校の教頭　５０代前半の男性
　校長や学年の教員に対して、非常に協力的で、学年の取組をサポー
トしている。

リサ　アメリカ出身で２０代のＡＬＴ
　あまり、日本語が得意でないが、授業に対し非常に熱心に取り組ん
でいる。また、先生方と今以上に協力しながら、授業を行いたいと思
っている。

鈴木　里美　
小学校における英語の授業実践についての経験が豊富な他校の教員
　研修の一環として、東西小学校の５学年の担任たちが近隣の学校で
教えている鈴木先生の授業を参観する。



NCTD　DVD活用法28 小学校外国語活動の指導のために 29

３　あらすじ

　永田由美子は、東西小学校の５年１組の担任で、
学年主任を務めている。永田は仕事に熱心で、人望
も厚く、若手教員が目標とする存在である。
　しかし、そんな彼女にも仕事に対する一抹の不安
があった。それは英語の授業で思うように自分の力
を発揮できていないということである。永田は、Ａ
ＬＴのリサとティーム・ティーチングを行うときも、
一人で授業を行うときも、他の教科の授業のように
力量を発揮できない自分自身にもどかしさを感じて
いる。

　ある日の放課後、校長と教頭は、永田と話合いをもち、学級担任が英語
の授業に対して不安や課題を抱えていることを知る。そして、校長は、授
業改善に学年全体で取り組むことを提案する。永田は、協力を惜しまない
という校長と教頭の言葉に励まされ、学年として取り組んでいくことを決
意する。
　永田は、ＡＬＴのリサを含めて学年会を開き、授業改善について率直に
意見を交換する。そして、それを機に、学年としての取組が始まる。

　数日後、話合いの改善案に基づき、
永田が研究授業を行う。その後の授業
検討会では、活発な意見交換が行われ、
授業の進め方にも一連の流れができて
くる。
　しかし、その後、同じような活動の
繰り返しが多くなり、子どもたちから
どのように意欲を引き出すかについて
の新たな悩みが出てくる。

　校長から、かねてから知り合いの校長のいる小学校の英語の授業参観を
勧められた永田は、３人の同僚とその小学校に出向く。永田たちは、担当
の鈴木から３つの授業のポイントを聞く。鈴木の授業における３つのポイ
ントは、『①子どもたちを飽きさせないような活動を工夫すること』『②子
どもたちをタイミングよく褒めること』『③説明をすべて英語で行うこと
にこだわらず、日本語やジェスチャーなどのヒントを織り交ぜながら授業

を進めること』であった。授業を参観
した永田たちは、鈴木の授業に感銘を
受ける。
　その後、学校に戻った永田は、鈴木
の授業を参考にして授業を行うので
あった。
　今回の取組を通して、教員の意識が
変わり、子どもたちの反応や発言にも

変化が見られるようになった。英語の授業への取組が、教員と子どもたち
を変え、その影響が、学年ひいては学校全体にも広がっていく。永田は英
語の授業の更なる充実を求めて研究を重ねる決意をする。

４　チャプターごとの主な内容
　                                                          

○チャプター１	 授業実践①　 1分52秒
	 （永田とリサとのティーム・ティーチング）
○チャプター２	 校長からの提案、英語の授業改善に関する学年での
	 話合い　 8分13秒

○チャプター３	 実践授業②　 3分07秒
	 （永田とリサとのティーム・ティーチング）
○チャプター４	 英語の授業に関する新たなる課題意識／
	 訪問先の校長室での話合い　 4分42秒
	 （英語の授業における３つのポイント）
○チャプター５	 授業実践③（訪問先での授業（鈴木））　 3分45秒
○チャプター６	 訪問後の英語の授業改善に関する学年での話合い
	 2分03秒

○チャプター７	 実践授業④（永田）　 7分57秒

○チャプター８	 エピローグ（今後の取り組み、まとめ）　 5分10秒

●本ＤＶＤで紹介している活動例   

（１）　歌を用いた活動のバリエーション
	 ①歌を歌う。 
	 ②ある部分を歌う代わりに手拍子をする。
	 ③ジェスチャーをつけて歌を歌う。
	 　テンポを変えて歌う。（普通のテンポ・早いテンポ）

（２）　絵カードを用いた活動のバリエーション
	 ①絵カード（果物）を見せながら、質問する。
		  " What fruit do you like? "
		  " Do you like fruit? "
		  " Do you like strawberries? "
		  " What color is this monkey? "
	 ②絵カードを少しずつ見せることで子どもたちの関心を引く。
　　　　　	 ア　絵カードの上に重ねた白紙を少しずつ上下にずらし
	 　　て見せていく。
	 イ　児童に番号（色）を言わせ、その番号（色）の部分
	 　　を見せていく。　
	 ③絵カードを用いて、３ヒントクイズをする。
	 ④絵カードを用いて、What’s missing?をする。
	 ⑤絵カードを用いて、カルタをする。
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５　ＤＶＤの研修活用例
　ここではＤＶＤの研修活用例を３つ紹介し、それぞれについて留意点を
説明し、またさらなる応用例を紹介します。３つの例は、それぞれ管理職
研修用、中核教員研修用、校内研修用となっていますが、それぞれを組み
合わせて行うことも可能です。

（１）管理職研修における活用例
研修目的：小学校外国語活動（英語）を行う上での校内体制づくり
　　　　　（２時間想定）
研修方法：チャプターを区切って視聴し、討議する形式

ア　研修の流れ
研修の進め方 関連する視点や課題

１　ＤＶＤ視聴①

２　課題提示・
　　討議①

３　ＤＶＤ視聴②

４　課題提示・
　　討議②

５　ＤＶＤ視聴③

６　自己のまとめ

７　全体のまとめ

○チャプター１、２を視聴させる。

○課題を提示し、自由に討議、発表させる。
①「あなたの学校の外国語活動 ( 英語 ) の
状況はどうですか。」

②「あなたは、外国語活動 ( 英語 ) が円滑
に進む校内体制を作るために、管理職
としてどんな仕掛けを用意しますか。」

○チャプター３～７を視聴させる。

○課題を提示し、自由に討議、発表させる。
　　「外国語活動 ( 英語 ) をさらに活発に
するために、管理職としてどのような
バックアップができるか。」

○チャプター８を視聴させる。

○以下の観点について各自まとめさせる。
①気づいたこと（考えが変わったこと）
②自校の実践にどう活用するか。

○学習指導要領のねらいやＤＶＤの基本
コンセプトについて解説する。

○これまでの外国語活動 ( 英語 ) の実情を把握
しているか。

○学級担任とＡＬＴの関係はどうか。
○外国語活動 ( 英語 ) において、教員やＡＬＴ
がどのような悩みを持っているか。

○中核教員のモチベーションをどのようにして
高めるか。

○外国語活動(英語 )を活発にするためのリソー
ス（情報や活動）を用意できるか。

○外国語を学ぶことが楽しいと児童に感じさせ
ることができるか。

イ　研修の進め方とその留意点および応用：
　　アの研修の流れの下線部について

（ア）ＤＶＤ視聴①

・小学校外国語活動の導入にあたっては、多くの学級担任が不安を感じて
います。管理職には、担当する教師が安心して活動に取り組めるような雰
囲気や体制を構築することが大切であることをこのＤＶＤを視聴して考え

ＤＶＤの内容は特に説明せずに研修参加者に視聴させること。

どんなつぶやきでも全て取り上げること。

留意点

留意点

【応用】ロールプレイングによる研修
　チャプター１の視聴後に、チャプター１の最後に校長と教頭が永田先生
の授業を心配そうに見ているシーンを利用し、校長の心のつぶやき、教頭
の心のつぶやきを研修参加者に考えさせ、発表させます。校長は学校組織
のリーダーとしての立場から、教頭は校長を補佐し、教諭をまとめる立場
からの発言を考えさせます。あらかじめ、以下のようなプリントを作って
おくと良いです。

プリント例

校長の心のつぶやきを考えて下さい。

「永田先生、…

」　

教頭の心のつぶやきを考えて下さい。

「永田先生、…

」　

・現状は、管理職間において、小学校外国語活動に対する理解と実際の取
り組みには、かなりの差が生じています。小学校外国語活動が中学校の外
国語科の前倒しではないということを、この研修でしっかり伝え、管理職
自らが率先して外国語活動の導入に取り組むようにします。
・実際にこのロールプレイングを行ったケースでは、校長のつぶやきとし
ては、永田先生の授業に関するものや、学校全体として外国語活動の取り
組みに関するものが出されました。教頭のつぶやきとしては、校長のリー
ダーシップを期待するものや、校内研修の実施に関するものが出されまし
た。

ロープレイングのやり方について
の説明を行っています。

「○○校長先生はどうお考えですか？」
「永田先生は授業をＡＬＴにまかせきり
で、…。」

てもらいます。
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（イ）　課題提示・討議①

・校内体制づくりと同時に、小学校外国語活動を推進させるには保護者の
理解も不可欠です。小学校外国語活動の目標にある「コミュニケーション
能力の素地」とは、「小学校段階で外国語活動を通して養われる，言語や
文化に対する体験的な理解，積極的にコミュニケーションを図ろうとする
態度，外国語の音声や基本的な表現への慣れ親しみを指したものである」
であって、スキルの向上を目標とするものでないことを充分に保護者に伝
える必要があります。保護者の外国語活動に対する誤解が、学級担任に対
して過度の期待を招き、ひいては学校全体の外国語活動への不満につな
がってしまいます。
　そうならないためにも管理職が日頃から家庭や地域社会の理解と協力を
求めながら校内体制づくりや学校運営を行うことの大切さがわかるように
この研修を行います。

【応用】ブレインライティングによる手法
　課題が持参できない場合には、ＤＶＤ視聴後にまずは外国語活動の
導入の際の課題について６人のグループで自由に討議をさせ、課題を
共有させます。その後、ブレインライティングの手法を用いて、同じ
グループ内で具体的な「仕掛け」について、できるだけ多くの案を考
えさせます。

研修の運営を効果的に行うために、参加する管理職から、現
在の自校の「外国語活動 ( 英語 ) を導入するにあたっての校
内体制づくり」という観点からみた課題を持参させ、討議さ
せる。また、「仕掛け」については、抽象的な討議にならな
いように、具体的な案を提案させること。

留意点

時間を区切って、速やかにとなりに
用紙を回す

＜ブレインライティングの手順＞
①６人ずつのグループ編成をする。
②研修参加者に下のような用紙を配布する。
③テーマ「校内体制づくりのための仕掛け」に従って、最初１の
　空欄に、５分間で三つアイデアを記入し、左手の研修参加者に渡す。
④次に、手渡されたシートの２の空欄に、１の欄に記入されたこ
　とから連想したアイデアを③と同様に５分間で記入する。
⑤この手順で、５分で三つずつアイデアを連想して、左手の受講
　者に渡す。
⑥３０分で全ての欄を埋めるようにする。
⑦全ての欄が記入できたら、その中から特に良いと思うアイデア
　を各自三つずつ発表し合い、アイデアを絞っていく。

テーマ：校内体制づくりのための仕掛け

A B C

1

2

3

校内研修の実施 先進校への視察 講師の招聘

付箋

参考：発想法入門　星野　匡　著　　日本経済新聞社 (P.67)

（ウ）課題提示・討議②：

　　　　　　　　　　　

（エ）全体のまとめ

・小学校に外国語活動を導入する際の基本的な心構えとして、外国語を学
ぶことが楽しいと児童に感じさせることができるかどうかが大切であるこ
とを管理職に理解してもらいます。

・まとめとして、学習指導要領の目標等を説明する際には、学習指導要領
の目標や内容だけに注目するのではなく、外国語活動導入の背景や基本理
念等の外国語活動導入の考え方について充分な説明を行います。

【応用】役割討議法を用いた手法
　最後にまとめた自分なりの気づきについて、少数のグループ内で役割を

管理職のバックアップで、外国語活動 ( 英語 ) の指導は、ベ
テラン教員、中核教員、若手教員を問わずにできることを認
識させること。

外国語活動 ( 英語 ) の導入にあたり、学校が一丸となって、
外国語教育に取り組めるような雰囲気・体制をつくることが
大切であることを強調すること。

留意点

留意点

ペアになって、自由に討議させる インタビュー形式で、
研修参加者に発表させる
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決めて、意見交換を行い、気づきの深化を図るようにします。

　役割の例（4人の場合）  管理職1人、中核教員1人、学級担任2人
　①校長役の研修参加者がまず、校内体制づくりについて、自分 
　　の考えを述べる。
　②その後は、研修参加者がそれぞれの役になりきって、討議を 
　　行っていく。
　③適当な時間をあらかじめ決めておき、時間がくれば終了する。
　④ふりかえりのために感想を述べ合う。

・この役割討議法を管理職研修で行う場合、管理職は、実際に授業
を行う学級担任や全体の推進役となる中核教員の役割になって討
議を行うことで、教員たちの抱える不安や課題を理解しようとし
ます。

（２）中核教員研修における活用例
研修目的：小学校外国語活動（英語）を円滑に行うための校内研修の体制
　　　　　づくり（３時間想定）
研修方法：全編視聴後の討議形式

説明は簡潔に行う

それぞれの役割に徹するように

様々な学校の取組について情報交換　

自由な発想で数多くの発言

学級担任や中核教員の不安や課題を理解するよう努め
ること。留意点

ア　研修の流れ
研修の進め方 関連する視点や課題

１　ＤＶＤ視聴

２　全体討議

３　グループ討議・
　　全体発表

４　自己のまとめ

５　全体のまとめ

○ＤＶＤを通して視聴させる。

○ＤＶＤ視聴を振り返り、討議させる。

①全体で印象に残った場面はどこか。
②「外国語活動 ( 英語 ) を行うにあたり、
あなたの学校の学級担任の抱える課題
は何ですか。」

○次の３つの課題から一つを選択し、グ
ループ討議をし、全体で発表させる。

①校内研修（学年会）の意義と役割
②中核教員としての責任
③外国語活動 ( 英語 ) を活発にする方策

○以下の観点について各自まとめさせる。
①気づいたこと（考えが変わったこと）
②自校の実践にどう活用するか。

○学習指導要領のねらいやＤＶＤの基本
コンセプトについて解説する。

○学年会等で、外国語活動 ( 英語 ) について研
究や協議を行っていたか（行っているか）。

○授業がＡＬＴまかせになってないか。
○学級担任やＡＬＴの悩みをどう把握するか
（把握してきたか。）。

○校内研修（学年会）をどのように運営してい
くか。

○どのようにして教員間の連携を図るか。
○外部のリソース（情報や活動）を利用すると
きの留意事項は何か。

○児童の外国語活動 ( 英語 ) に対する意欲を引
き出すためには何が必要か。

　「中核教員研修は、指導者養成研修と同様に連続５
日間（２５時間）程度行うが、理論的な部分の多くは
自己研修に組み込むことも可能であることより、授業
指導力の向上及び英語運用能力の向上を主なねらいと
している。（中略）研修においては、ガイドブックを
使用しながら説明を行い、独立行政法人教員研修セン
ターが配布するＤＶＤにある実践などを見せながら解
説するなど、様々な指導形態が考えられる。」
文部科学省「小学校外国語活動ガイドブック」より

イ　研修の進め方とその留意点および応用：アの研修の流れ
　　の下線部について　

（ア）ＤＶＤ視聴

【応用】ブレインストーミングを用いた手法
　活用例では、研修が、ＤＶＤの視聴から
始まっているが、ＤＶＤを視聴する前に研
修参加者をグループ分けし、グループごと
に以下のようなテーマ（ポイント)をあげて、
ブレインストーミングを行う。

＜テーマ例＞
・ＡＬＴの役割について
・クラスルーム・イングリッシュの活用に 
　ついて
※テーマはなるべく具体的なものにすると、
活発な話し合いができます。

ＤＶＤの内容は特に説明せずに研修参加者に視聴させること。留意点

＜ブレインストーミングの手順＞
①グループで出された意見を模造紙やホワイトボードなどに全て書き出します。
②進行役を決め、話が的外れにならないように軌道修正を図ります。
③グループは様々な意見が出るように、できるだけ等質のメンバーにならないように配慮します。
④自由に発言し、すべて記録します。
⑤時間設定は行っても、行わなくても良いが長時間になると効果が薄くなります。

ブレインストーミングの四つのルール
①　批判厳禁　　　　②　自由奔放
③　相乗り歓迎　　　④　質より量
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（イ）全体討議
　

・全体討議は、基本的に自由に意見を求めることとします。出されなかっ
たポイントがある場合は研修担当者が、研修参加者に直接インタビューし
ます。

（ウ）グループ討議

・外国語活動 ( 英語 ) を活発にする方策を考える際には、中核教員が学級
担任の不安を取り除くために、少しの工夫をするだけで、効果的で楽しい
授業が可能になることを伝えます。

【応用】メンバー交換による結果報告
　活用例では、グループ討議の後、全体での発表となっているが、全体発
表の前に（または全体発表をせずに）、グループのメンバーを交換して、
各課題の討議の結果報告を行わせると良いでしょう。このことで、討議の
研修参加者全てが発表をすることになり、参加意識を高め、一部の者が討
議をまとめてしまう恐れがなくなります。

＜メンバー交換報告の手順＞
①グループ内の人数は６人位が適当。
②テーマを３つの中から選ばせる。同じテーマばかりにならないように配
　慮する。
③メンバー全員が報告者になるので、それぞれが発表できるように準備さ
　せる。
④各班の討議後（２０分程度）に５分程度の準備時間をとると良い。
⑤各班のメンバーをテーマごとに均等に分けて新しいグループを作る。
⑥新たなメンバーで、それぞれのテーマについて討議した結果を報告し合
　う。

※途中でグループのメンバーが変わると、討議が不調に終わることがある
ので、この演習には時間のゆとりを持ち、新たなグループ討議に入る前に
アイスブレーキング等を行っても良いでしょう。

課題の共有化を図ると共に、外国語活動 ( 英語 ) における学級担任
とＡＬＴの役割分担について意識させること。留意点

なるべく課題の選択が一つに偏らないように配慮すること。留意点

それぞれのメンバーが報告者になる 責任をもって話し合いの結果報告

（エ）自己のまとめ

　まとめは、あらかじめ用紙を用意しておき、具体的な活用方法の記入後
に、隣の者と用紙を交換し、互いの活用方法について意見交換させます。

（オ）全体のまとめ

【応用】講義法による全体のまとめ
　活用例では、全体のまとめの方法については触れていませんが、ここで
は、最も一般的な講義法について説明します。

＜講義法の特徴と効果＞
①参加人数に関係なく、一つの場所で実施することができる。
②短時間で多くの知識や理論、概念等を伝えることができる。
③どのようなテーマ（この場合はまとめ）にも活用することができる。
④研修参加者に内容を万遍なく伝えることができる。
⑤講師による話が主のため事前準備が比較的簡単である。

＜講義法のおもな配慮点＞
①インパクトのある話し方が必要である。
②できるだけ具体例を入れる。ＤＶＤを利用し、具体例としてＤＶＤの
　一部を再視聴させても良い。

例　「学級担任が外国語活動を行う際の注意点」
チャプター５の授業実践を再視聴させ、鈴木先生が授業で大切にし
ている以下の３つのポイントについて説明する。

③レジュメに沿って、配布した資料等も十分に活用して話す。
④表情、仕草等にも配慮。また適切な「間」の取り方が大切である。
⑤スライドを利用する際は、スライドの作り方に注意する（色、字体、 
　配置など）。また、スライドに頼りすぎないようにする。

研修を１回（１日）の単発に終わらせず、研修での気づきを、
自校での実践に生かし、その実践を校内研修で実施するなど、
研修の活用を工夫する。また、ＡＬＴとの連携を図りながら
も、担任が行うという意識を持ち、取組に対する意欲を高め
てもらうこと。

このＤＶＤは、外国語活動 ( 英語 ) の導入にあたり、学校が
一丸となって、外国語教育に取り組めるような雰囲気・体制
をつくることが大切であることを強調すること。また、１人
が１００歩前進するよりも１００人が１歩前進する取組（校
内研修等）の大切さを再確認させること。

留意点

留意点

スライドの利用は枚数や見え方に注意

チャプター５（鈴木先生の授業実践）

ア　子ども達に飽きさせない活動を工夫する
イ　タイミング良く褒める
ウ　英語で行うことにこだわらず、うまく日本語、

ジェスチャーなどのヒントを織り交ぜながら、
授業を進める
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（３）校内研修における活用例
研修目的：「楽しませる・引き寄せる」外国語活動（英語）のあり方
　　　　　（２時間想定）
研修方法：チャプターを区切って視聴し、討議する形式

ア　研修の流れ
研修の進め方 関連する視点や課題

１　ＤＶＤ視聴①

２　課題提示・発表

３　ＤＶＤ視聴②

４　課題提示・討議

５　自己のまとめ

６　全体のまとめ

○チャプター１、２を視聴させる。

○課題を提示し、自由に発表させる。
　「この授業について、自分（学校）の取
組と比較して感想を述べてください。」

○最後まで視聴させる。

○課題を提示し、自由に討議、発表させる。
　　「外国語活動 ( 英語 ) を行う時に、学
級担任として工夫すべきことは何です
か。」

①実態に応じた活動例の提示
　( ジェスチャーや日本語ヒントの使用 )
②絵カードの使い方
　(What's missing?,  3 ヒントクイズ ,
　カルタゲーム )
③歌の効果的な活用

○以下の観点について各自まとめさせる。
①気づいたこと（考えが変わったこと）
②自分の実践にどう生かしていくか。

○学習指導要領のねらいやＤＶＤの基本
コンセプトについて解説する。

○外国語活動 ( 英語 ) において、担任がどのよ
うな悩みを持っているか。

○「授業を楽しくする」「授業に引き込む」た
めに、担任がしなければならないこと、心が
けるべきことは何か。

○児童のモチベーションを高め、外国語を学ぶ
ことが楽しいと感じさせるために、担任とし
てできることは何か。

「＜校内研修計画の大枠＞
（ア）	校内研修は２年間で３０時間程度とする
	 （１年目、２年目の実施時間数の内訳は各学校の 
	 判断とする )
（イ）	校内研修の内容は(1)授業指導力向上研修と(2) 
	 英語運用能力向上研修とする
（ウ）	教材は文部科学省から提供される『英語ノート』、 
	 教師用指導資料、『英語ノート』付属ＣＤ、電子 
	 教材、本書 ( 研修ガイドブック )、本書付属ＣＤ、 
	 独立行政法人教員研修センター配布のＤＶＤ等 
	 を使用する」
文部科学省「小学校外国語活動ガイドブック」より

校内研修では、より具体的な研修内容が必要

イ　研修の進め方とその留意点および応用：
　　アの研修の流れの下線部について　

（ア）ＤＶＤ視聴①

・ＤＶＤによる研修を行う場合、視聴前に内容を説明してしまうと、ＤＶ
Ｄに対する先入観を持ってしまったり、おもしろみが半減してしまったり
することが多いようです。ＤＶＤの内容には極力触れずに視聴させて下さ
い。

（イ）課題提示・発表

【応用】チャプター１とチャプター３の授業の比較

参加する学級担任（学校）が取り組んでいる外国語活動 ( 英
語 ) と比較させながら、「課題・悩み・不安」について発表し、
解決すべき課題を共有すること。

留意点

ＤＶＤの内容は特に説明せずに研修参加者に視聴させること。留意点

チャプター1の授業の様子 チャプター3の授業の様子

　活用例では、課題を提示し、自由に発表させるとなっていますが、チャ
プター１とチャプター３のティーム・ティーチングを比較させるのも良い
でしょう。この場合は、チャプター１とチャプター３は分けて視聴します。

＜チャプター比較の手順＞
①チャプター１を視聴する際に、チャプター１の授業の良い点と 
　悪い点についてメモしておくように指示する。メモ用の用紙を 
　準備しても良い。
②チャプター１の視聴後、ペア（または４人程度のグループ）に 
　分かれ、１０分程度メモされたことについて話し合う。悪い点 
　についてはどう改善するかについても話し合う。
③いくつかのペアに話し合いの報告をしてもらう。
④チャプター３の授業を視聴し、ペアから出された問題点がどのよ 
　うに改善されたかを確認する。
⑤チャプター３の改善点について、再度ペアで話し合う。

ペアなら移動も簡単
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（ウ）課題提示・討議

（エ）自己のまとめ

（オ）全体のまとめ

・担任自身が外国語の（英語）のスキルを磨くことはもちろん大切です。
しかし、児童には外国語（英語）のスキルを教えるのではなく、担任自ら
が外国語（英語）を学ぶモデルとなり、子どもたちを外国の文化に親しま
せ、英語を楽しいと感じさせることが大事です。

【応用１】ＫＪ法的な活動からポスターセッション
　活用例では、最後までＤＶＤを視聴した後に、具体的な課題（例　絵カー
ドの使い方など）を提示し、自由に討議、発表させ、自己及び全体のまと
め（解説）を行うとなっていますが、ここではＫＪ法的な活動をしながら、
それぞれの意見をまとめ、ポスターセッションを行うことで全体のまとめ
にします。

＜ＫＪ法的な活動の手順＞
　ここでは、授業の工夫について、ＤＶＤ中にあった工夫を含め、自分で
実践している授業の工夫について考える。
①研修参加者各自でＤＶＤ中にあった授業の工夫や自分自身が授業で行っ
ている工夫を大きめの付箋紙に記入する。

②グループ（６人程度）になって、それぞれが記入した付箋紙を見て、共
通する内容のものをまとめ、タイトルを簡潔な文言（例　板書の工夫、
絵カードの工夫、ゲームの工夫など）でつける。このとき、新たに思い
ついた工夫があれば追加する。まとめられないものは、そのまま残して
おいても良い。

③タイトルをつけたまとまりごとの関連を見極め、矢印で結んだり、太文
字で強調したりして構造化する。

視聴した実践例や、自身の取組など、外国語活動 ( 英語 ) を
行う際に、担任として気をつけること、工夫すべきことにつ
いて自由に討論させること。

研修での気づきを、自校で（自身）の実践に生かし、研修の
活用を工夫する。また、ＡＬＴの協力を得ながらも、授業は
担任が行うという意識を持ち、取組に対する意欲を高めても
らうこと。

外国語活動 ( 英語 ) の導入にあたり、担任がすべきこと、心
がけるべきことについて再確認させ、学校が一丸となって、
外国語教育に取り組めるような雰囲気・体制をつくることが
大切であることを訴えること。

留意点

留意点

留意点

＜ポスターセッションの手順＞
①ＫＪ法的な活動でまとめたものを手がかりに、各グループにまとまった
考えを模造紙等に書いてポスターを作成する。

②各グループで発表者を２名選ぶ。
③第１セッション
　　発表時間を設定し（質疑応答の時間を含め１回１０～１５分程度）、
発表者１名以外の者は、他のグループの発表を聞きに移動する。その際
に大きめの付箋紙を用意し、次の発表場所を移動する際に感想を付箋紙
に書き、ポスターに貼る。

④第２セッション
　　発表者を変えて、再度③の流れで、発表を行う。

【応用２】ＫＪ法的な活動からマイクロティーチング
　マイクロティーチングとは、研修参加者が授業者及び児童役になり、模
擬授業を行い、研修参加者同士で互いに批評しあったり、または講師から
批評を受けたりするものです。

＜マイクロティーチングの手順＞
①グループで「英語ノート」等の教材から、１時間分の授業指導案を作成
する。その際にＫＪ法的な活動でまとめた授業での工夫を授業案に取り
入れる。

②授業は１時間分全てを行うのでなく、例えば、導入部にしぼって授業を
行うなどして、１グループ２０分程度で行う。グループ数が多い場合は
代表グループで行っても良い。

③グループの発表後に、模擬授業について研修参加者で批評をし合う。講
師がいる場合は講師にも批評してもらう。なお、マイクロティーチング
を始める前に以下のような「授業を振り返るための視点」を示し、批評
の際に利用すると良い。

①目標の設定　 　　②活動の設定　③指導法について 
④活動の工夫　 　　⑤コミュニケーション活動 
⑥指導者について 　⑦評価　　　　⑧教材　 ⑨その他

共通の意見をまとめていきます

ポスターを使って
わかりやすく説明

聞いている研修参加者は児童役
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６　研修担当者に考えてほしいこと
	－ 子どもたちが英語を楽しんで学ぶために－

①小学校外国語活動のねらい
　これまで外国語教育（英語教育）は中学校から始まり、小学生は中学校
に入学するとすぐに外国語（以後英語）を学習することになります。この
ため新しいことを短期間に学ばなければならず、授業についていけない生
徒も出てきます。
　小学校外国語活動の導入は中学校で英語を学ぶための準備期間です。た
だし、それは中学校での学習の前倒しであってはなりません。スキルの本
格的な学習は小学校での準備期間を経て、中学校、高等学校で行うことに
なります。
　小学校の外国語活動を通じ、子どもたちが英語を学ぶことを楽しいと感
じ、興味・関心・意欲を高め、積極的にコミュニケーションを図ることが
出来るようになることは、子どもの学習全体によい効果をもたらすと思わ
れます。
　学級担任が、そうした教える喜びを味わうことが出来るように配慮して
いくことが大切ではないでしょうか。

②小学校外国語活動の指導者と学級担任の役割
　小学校外国語活動は主に学級担任が指導することになります。英語の専
科でない学級担任が英語を教えることについては、学級担任はかなりの不
安を感じていることと思います。なかには外国語活動そのものに否定的な
態度をとる学級担任もいるかもしれません。
　そのような学級担任に対しては、児童の実態を一番心得ている学級担任
が外国語活動を行うことの大切さを粘り強く伝え、指導において学級担任
は児童にとっての「英語のモデル」ではなく、「英語を学ぶモデル」にな
ることを周知徹底することが必要です。また、５，６年生の学級担任だけ
が負担を感じないように学校全体で外国語活動に取り組むことが必要で
す。さらに、学級担任が安心して英語を教えることが出来るようサポート
することが大切です。もちろん英語の発音やクラスルーム・イングリッシュ
について学ぶ機会が用意されることはもとより大事だと思います。

③小学校外国語活動の教材
　外国語活動の教材については、文部科学省から英語ノートやＩＣＴのソ
フトが配布されます。基本的には英語ノートを中心に使用していけば良い
のですが、英語ノートだけでは指導が難しいこともあります。例えば世界
地図のようにこれまで授業で用いてきた教材の中にも英語指導に生かすこ
とができるものがあると思います。
　校内でお互いの経験を交流しながら支え合う体制づくりをすることが大
事ではないでしょうか。

その２
「Enjoy English Together!
　−小学校英語活動における工夫と留意点−」

１　本ＤＶＤの概要
本ＤＶＤは、週３５時間の実践が始まっている小学校外国語活動で、実際
の授業で使われる、
　（１）ＴＴによる指導法
　（２）学級担任による指導法
の二つについて、指導者が授業の際に留意すべきことを、わかりやすく説
明しています。
　なお、本ＤＶＤは平成１９年度小学校における英語活動等国際理解活動
指導者養成研修で行われた直山木綿子先生（現文部科学省教科調査官）の
講義を収録し、編集したものです。

２　本ＤＶＤの使い方
　授業のポイントになる部分をテロップで紹介していますので、ポイント
に注意しながらそのままＤＶＤを視聴しても結構ですが、研修教材ＤＶＤ
「You Can do it. −小学校に英語がやってきた−」と併用して使用する
こともできます。

３　本ＤＶＤの研修活用例
　「学級担任向けの研修」研修教材ＤＶＤ「You can do it.」との併用
　　（１）研修の目的：学級担任による授業における留意点の理解
　　（２）所 要 時 間：約２時間
　　（３）研修の流れ

研修の進め方 関連する視点や課題

１　課題提示
　　討議①（10分）

２　ＤＶＤ視聴①
　　　　　（10分）
３　ＤＶＤ視聴②
　　　　　（10分）
４　課題提示
　　討議②（20分）

５　ＤＶＤ視聴③
　　　　　（15分）
６　演習・発表
　　　　　（45分）
７　講評
　　　　　（10分）

○課題を提示し、自由に討議、発表する。
　「学級担任がＴＴでなく、単独で授業を行う場合の留意
点はどんなことでしょうか。」

○「You can do it.」のチャプター５を視聴し、この授
業で指導者が大切にしている留意点を３つ考える。

○「You can do it.」のチャプター４を視聴し、上記留
意点の答え合わせを行う。

○課題を提示し、自由に討議、発表する。
　「子どもを飽きさせない指導のためにあなたはどのよう
な工夫をしますか。」

○「Enjoy English Together!」の学級担任による指
導法 (1)「子どもが英語を使う活動①」を視聴する。

○実際に授業で行う活動について、指導の流れを作成し、
活動を発表する。

○中核教員（研究主任）等による講評

○学級担任が授業を行う意義を
考える。

○学級担任に自分で授業を行う
自信を持たせる。

○ fun ではなく、interesting
な工夫を考えさせたい

○発表時間が足りなければ、別
の機会に行う。

○講評は長所に注目し、やる気
を出させる指導を心がける。
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１　本ＤＶＤのねらい

　文部科学省の発表によれば、教員の病気休職者の数は年々増加の傾向に
あり、なかでも精神性疾患による休職者の割合が増え続けていることが特
徴的です。
　その割合は，平成１４(2002) 年度に病気休職者全体の半数を超え、
平成１７(2005) 年度には、５９．５％にも達しています。
教員のメンタルヘルスの問題は、もはや見逃せない深刻な事態にいたって
いるのです。

　教員一人ひとりのメンタルヘルス、つまり「心の健康」が損なわれるこ
とは、その教員にとって大きな問題であるばかりでなく、子どもたちや、
さらには学校経営にも重大な影響を及ぼしかねません。では、このような
現状を踏まえ、学校経営にあずかる校長や教頭などのリーダー教員は、学
校でのメンタルヘルスマネジメントにどのように取り組んでいったらよい
のでしょうか。
　
　このＤＶＤ教材では、ドラマの中で精神的に追い詰められた先生が、一
定の期間を経て立ち直るまでが描かれています。

　具体的には、

　①日常的な取組
　②問題に気づいたときの取組
　③医療機関での診察
　④復職時の取組

について、そのポイントが解説されていますので、
視聴者が、それらのポイントについての理解を深め
ることが期待されます。

Ⅳ	メンタルヘルスに取り組むために	
	 「リーダー教員のためのメンタルヘルスマネジメント」

２　主な登場人物

佐藤　教諭　（男性　２０代後半）
　教職経験５年目で舞台となる小学校に初めての異動で赴任してきた。前
任校での評価も高く、校長や教頭も大きな期待を寄せていた。

校長　（男性　５０代後半）
　経験豊富なベテラン校長。メンタルヘルスの面でも状況を的確に判断し、
適切なアドバイス、指示をする。病気休暇を取ることとなった佐藤教諭が
教壇へ戻るように導く。

教頭　（男性　４０代後半）
　新任の教頭、教諭としての経験は豊富であるが、管理職としての経験は
少なく、このメンタルヘルスの問題を通じ、管理職としての経験を積んで
いく。

※ＤＶＤ作成時のデータ、最新のデータについては下
欄参照

平成１８年度
病気休職者：7,655人　
精神疾患休職者：4,675人　割合：61.1％
平成１９年度
病気休職者：8,069人
精神疾患休職者：4,995人　割合：61.9％

３　あらすじ

　ある小学校に教職経験５年目の佐藤教諭（２０代後半・男性）が、初め
ての異動により赴任してきた。佐藤教諭は前任校での評価も高く、校長や
教頭も大きな期待を寄せていた。
　しかし、５月に入った頃から急にふさぎ込むようになり、次第に職員室
内でも同僚の和の中から遠ざかるようになる。異変に気づいた教頭が話を
聞いたところ、佐藤教諭は、ある日の指導の躓きから学級経営に苦慮する
ようになり、保護者からも強く非難を受けていることが分かった。しかし、
事態をそれほど重く考えていなかった教頭は、そのまましばらく様子を見
ることにしたが、佐藤教諭の状態は更に深刻になっていく。遅刻や休みが
度々見られるようになり、出勤しても覇気がなく、無気力な状態が続くよ
うになったのである。
　教頭から報告を受けた校長は、状況を重く受け止め、すぐに佐藤教諭と
面談を行い、共感的な態度で接しながら、精神科の受診を勧めた。当初受
診に対して躊躇した佐藤教諭だったが、校長の親身な説明もあり受診を承
諾した。精神科では、「ストレスを原因とした抑鬱状態」との診断を受け、
医師のカウンセリングや処方薬で治療を行うと共に、病気休暇・休職をと
ることになる。
　佐藤教諭は病気休職の間、病院の復帰訓練や所属学校での復帰訓練プロ
グラムを行った。
  その間、学校でも校長や教頭を中心に、職場環境の改善や復帰に向けて
の受け入れ体制の整備が進められていた。
　そして、８ヶ月後、佐藤教諭は、復職が可能と判断され、翌年４月から
職場復帰することになった。また、新任の教頭も、メンタルヘルスマネジ
メントの重要性とリーダー教員の在り方を、体験を通して学んでいく。
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４　チャプターごとの主な内容
　                                                          

○チャプター 2-1	 プロローグ　 1分56秒

～若手教員の事例〜
○チャプター 2-2	 佐藤教諭の赴任　 3分42秒
	 　佐藤教諭が初めての異動で赴任してきた。５月に入っ

た頃から様子が変わり、ふさぎ込むことが多くなった。
○チャプター 2-3	 問題の発端　 5分28秒
	 　一部の児童が反抗的な態度を取り始め、厳しく叱った

ところ、保護者やＰＴＡ役員から講義を受ける事態とな
り、追い詰められた佐藤教諭は、体調を崩していった。

○チャプター 2-4	 教頭の対応　 1分23秒
	 　事情を聞いた教頭は、懸念はあったものの、自分で解

決したいという佐藤教諭を励まし、もう少し様子を見る
ことにした。

～病気への対応～
○チャプター 2-5	 校長の対応　 2分18秒
	 　報告を受けた校長は、すぐさま佐藤教諭から話を聞く

ことにする。
○チャプター 2-6	 病院での診察　 5分51秒
	 　佐藤教諭が精神的に追い詰められていることに気づい

た校長は、精神科の受診を勧め、薬とカウンセリングで
治療を行うこととなる。

○チャプター 2-7	 病気休暇へ　 1分25秒
	 　勤務を続けながら通院していた佐藤教諭だが、病状は

あるところからどうしても回復しなかった。そこで、校
長も教育委員会へ報告・相談した結果、７月から病気休
暇をとることが決まった。

○チャプター 2-8	 対応のポイント　 1分59秒
	 　相手の悩みに対しては、できるだけ具体的なアドバイ

スをし、更に専門的な治療が必要と判断したときには受
診を勧めるなど、適切なサポートをすることが大切になる。

　　　　　　　　　　
～復職への道～
○チャプター 2-9	 病院での復帰訓練　 2分18秒
	 　自宅で療養しながら病院に通い治療を続けた結果、病状

は次第に回復していった。そして、病院での復帰訓練を受
けることになった。

○チャプター 2-10	 学校の環境整備　 3分39秒
	 　職員会議で教職員の理解を得た後、ＰＴＡの役員や学

級保護者会でも説明し、復職に向けての受け入れ体制の
整備を進めていった。

○チャプター 2-11	 所属学校での職場復帰訓練　 2分16秒
	 　校長達は、職場復帰訓練のプログラム作りに取りか

かった。

～エピローグ～
○チャプター 2-12	 リーダー教員の心構え　 1分16秒
	 　リーダー教員は、日頃から職場の教員の意識を高め、問

題が起きたときには、できるだけ多くの教員が協力できる
ようなサポート体制を整備したり、保護者や教育委員会と
の連携を深めておくことが重要である。

○チャプター 2-13	 まとめ　 1分55秒
	 　リーダー教員のためのメンタルヘルスマネジメントのポ

イントを示す。

５　ＤＶＤの研修活用例
　本ＤＶＤは、
　「校長としてなすべきメンタルヘルスマネジメント研修」
　「教頭の成長に視点を置いた管理職の研修」
　「佐藤先生の気持ちに視点を置いた一般教職員の研修」
　「保健担当者への解説的な研修」
　「メンタルヘルスに係る意識作りの校内研修」
など、目的に応じた様々な利用が可能です。以下、その活用方法と留意点
を紹介します。

（１）　管理職研修における活用例　
研修目的：教頭の成長に視点をおいた研修を通して管理職として必要なメ
　　　　　ンタルヘルスマネジメントの重要性を伝える（２時間想定）
研修方法：全編視聴後の討議形式

研修の進め方 関連する視点や課題

１　ＤＶＤ視聴

２　課題提示

３　グループ討議・
　　全体発表

４　まとめと解説

○ＤＶＤ全編を通して視聴させる。

○課題を提示する。
①教頭が佐藤教諭の相談を受け、「頑張っ
てください、期待しています。」と励ま
したときの気持ちはどのようなもので
あったか。

②教頭が職員を前にして、佐藤先生の復
帰訓練のための体制づくりを提案する
が、このときの気持ちはどうか。

③冒頭に、校長と二人で回想する場面が
あるが、このとき校長に近寄って行っ
た教頭の気持ちはどのようなもので
あったか。

○上の３つの課題に対して、グループ討
議をした後、全体に発表させる。

○教員のメンタルヘルスの重要性と管理
職としてなすべきことを講義する　

○教頭として、職員の抱える問題をどのように
把握しているか。

○教頭として校長とどういう関わり方をする
か。

○管理職として、職員のメンタルヘルスをどう
考えるか。

○多様な解決策を持っているか。
○日常的に人間関係をどう築いていくか。
○教員個々の心身の変化にどう気づけるか。

○内容に触れながら、解説を加える。
○メンタルヘルスマネジメントのポイントを確
認してもよい。
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（ア）本研修の留意点について
・討議にあたっては、ＤＶＤの解決策が唯一のものではないことに触れ、
様々な解決策を考えさせます。
・ＤＶＤの内容の説明は、簡単に登場人物について紹介する程度にとどめ、
研修参加者に視聴させます。

（イ）討議で予想される意見等について
　研修参加者から出される意見としては、以下のようなものが予想されま
す。しかし、グループ討議でポイントがずれたり、表面的なまとめになる
ようなときは、講師が巡回する際に適宜示唆することも考えて下さい。

【課題①】
・教頭の職責を全うしたいという気持ち（自分で解決したい）
・優秀な教員だから何とかなるだろう
・教員なら自分で解決しなければならない

【課題②】
・校長の提案を具体化することが教頭の職務だから
・佐藤先生の復帰を心から喜び、同僚として支えたいと考えたから
・自分の初期対応の悪さを反省し、責任を感じているから
・管理職の役割を学び、自覚が芽生えた

【課題③】
・自分の対応のまずさから佐藤教諭の休職を招いてしまった責任感からの
解放と安堵感
・危機を乗り越えた充実感
・管理職の役割に対する自覚を深めた自身と今後への決意

（ウ）　まとめと解説のポイントについて
　以下の内容は、シーンを振り返りながら解説を加える際に利用すること
ができます。
　また、活用例（２）～（４）でも同様に使うことができます。

①チャプター 2-4　「教頭の対応」に関して
　管理職などリーダー教員は、心が病んでいる教員が倒れて重症になる前
に、早めに変調に気づき、タイミング良く当該教員の話を聞き、相談の機
会を持つことが重要です。
  その際、当該教員に対しては、励ましの言葉ではなく、「仲間として支
える」ことを基本に相談にのり、問題の状況に応じた具体的な手だてを講
じることが大切です。

②チャプター 2-6　「病院での受診」に関して
　病院の診断を受ける場合は、本人の訴えに丁寧に耳を傾けると共に、誰
もが抱えるストレスの問題として、当該教員が安心感をもてるよう配慮す
る必要があります。
　病院には、校長または教頭が同行し、三者面談の形をとるようにするこ
とがよいと思います。受診の適否に迷う場合には、まずメンタルヘルス相
談などの専門窓口を利用するのがよいでしょう。

③チャプター 2-7　「病気休暇へ」に関して
　病気休暇・休職などの措置については、教育委員会と十分に協議しなが
ら学校運営の観点も考慮に入れて、本人の回復と復帰のためのステップと
して理解を得るように努めて下さい。場合により、家族等への説明も必要
です。
④チャプター 2-10　「学校の環境整備」に関して
　メンタルヘルスでは、常に自分の健康に留意し、「自分の健康は自分で
守る」というストレスコントロール、つまり「セルフケア」が重要です。
同時に若手教員を取りまく中堅・ベテラン層の教員によるサポート態勢も
大切です。管理職は、常に明るく風通しの良い職場作りを心がけ、学校現
場に起きている問題が、校長まで早く確実に伝わる態勢を作り、適切な対
応をとる「ラインによるケア」を図ることが必要です。
　さらに、メンタルヘルスの問題は、教員個人の健康管理の問題にとどま
らず、相応の人的措置や予算措置が必要となったり、学級崩壊や学校不信
といった学校運営上の問題を招くケースもあります。
　従って、メンタルヘルスの問題について、とりわけ管理職は学校の危機
管理という側面からも予防に努めることが大切です。

⑤チャプター 2-11　「所属学校での職場復帰訓練」に関して
　職場復帰訓練では、あらかじめ計画された復帰訓練プログラムを経て、
客観的に教員として職務遂行が十分になったことを確認することが大切で
す。
　計画性のない単なる職務軽減や慣らし運転では、再発や休職・復職の繰
り返しになったり同僚の不信感や職場の士気の低下にもつながるおそれが
あります。

⑥チャプター 2-12　「リーダー教員の心構え」に関して
　管理職を含めたリーダー教員は、メンタルヘルスマネジメントに対する
教員の意識を日常的に高めておき、問題が生じたときには、校内の教員が
即座に協力できるサポート態勢を整備しておく必要があります。また、保
護者や教育委員会とも日頃から連携を深めておくことが大切です。

（エ）　リーダー教員のためのメンタルヘルスマネジメントの
ポイントについて
※講師がまとめる場合には、ＤＶＤのこの部分の映像はカットして良いで
しょう。

【日常的な取り組み】
①教員一人一人に「自分の健康は自分で守る」、「自分の心身の変調に気づ
く」という意識をもたせるようにする。

②校内の良好な人間関係に基づいた互いに支え合う職場環境を確立する。

【問題に気づいたときの取り組み】
①早めに変調に気づき、共感を持って話を聴く。
②状況を見極め、適切な対応を取る。

【医療機関での診察】
①病院の受診を勧める場合は、当該教員が安心感をもてるように配慮する。
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②広義の治療方針を決定する際は、医師と本人だけに任せるのではなく、
管理職も加わり、連携を図るのが望ましい。

【復職時の取り組み】
①復職時には、同僚の教職員や保護者の理解・協力を得るようにする。
②職場復帰訓練は、計画的なプログラムに基づいて行う。

（オ）職場復帰プログラムの段階について
　訓練の方法は様々であるが、例えば、以下のように３ヶ月を標準として、
その期間を３つの段階に分け、少しずつ時間を増やしながら内容を深めて
いくといった形で行われます。

（プログラムの例）

【第一段階】～学校の雰囲気に慣れる～
　週３日、午前中だけ出校して同僚と交流するなど、学校の雰囲気に慣れ
ることから始める。

【第二段階】～教員としての職務を練習する～
　同僚の授業を参観したり、指導案を作成するなど、教員としての職務を
練習する。

【第三段階】～試験授業を行う～
　毎日フルタイムで出校し、管理職の指導の下に試験授業を行う。

　こうした訓練を経た後、医師や校長によって、本人の健康が回復し、客
観的に職務の遂行が十分に可能だと判断されたら、教育委員会と連絡を取
り合い、その承認を得た後、職場への復帰が実現することになります。

研修の進め方 関連する視点や課題

１.　DVD視聴

２.　グループ討議①

３．グループ討議②・
　　発表

４．まとめと解説

○ＤＶＤを全編通して視聴させる

○グループごとに佐藤教諭の気持ちを追
う

①教頭に相談しているときの気持ち
②校長の言葉をどう受け止めたか
③佐藤教諭は管理職にどのようなことを
望んだか

討議テーマ「佐藤教諭にとって望ましい
と考えられる，管理職の行うメンタル
ヘルスマネジメントのあり方」  につい
て話し合う。

○上の課題に対して、グループ討議をし
た後、全体に発表させる。

○教員のメンタルヘルスの重要性を意識
させる内容を講義する

○佐藤教諭の気持ちに寄り添って考えさせる。
○短い時間で区切って、口頭で発表させる。

○発散思考、収束思考を用いて討議させる。

○時間に余裕があれば、ポスターセッションな
どを行う。

（２） 中堅教員研修における活用例
研修目的：佐藤教諭の気持ちに視点をおいた研修を通して、個人として、
　　　　　同僚として考えさせる（２時間想定）
研修方法：全編視聴後の討議形式

（ア）本研修の留意点について
・討議にあたっては、ＤＶＤの解決策が唯一のものではないことに触れ、
様々な解決策を考えてもらうようにします。
・ＤＶＤの内容の説明は、簡単に登場人物について紹介する程度にとどめ、
研修参加者に視聴させます。

（イ）討議で予想される意見等について
　研修参加者から出される意見としては、以下のようなものが予想されま
す。しかし、グループ討議でポイントがずれたり、表面的なまとめになる
ようなときは、講師が巡回する際に適宜示唆することも考えて下さい。
・情けない、こんなはずではない
・自分の責任，自分で解決する決意と空回りする現実のもどかしさ
・「助けてください」と言いたいが言えないつらさ
・受け入れられない精神科受診
・疲れた
・自分の異変に気づいてくれた有難さ
・一緒に病院に行ってくれた心強さ
・メンタルヘルスに通じていた校長との出会いの幸運
・職を失わずに済んだこと、元気に復帰できたことへの感謝
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（３）　保健担当者研修における活用例　
研修目的：講師の解説により、メンタルヘルスマネジメントに必要な知識
　　　　　を習得する（２時間想定）
研修方法：全編視聴後の講師による解説形式

（４）　校内研修における活用例　
研修目的：校内でのメンタルヘルスに係る意識作りの研修（１時間想定）
研修方法：全編視聴後の管理職等による解説形式

研修の進め方 関連する視点や課題

１.　ＤＶＤ視聴

２.　講師による解説

○ＤＶＤを全編通して視聴させる

①メンタルヘルスマネジメントとは何か
②管理職等リーダー教員の役割と相談に
当たる場合の留意点

③病気休暇（療養休暇）制度の確認
④休職についての制度確認
⑤復帰までに管理職が行うべきこと

・メンタルヘルスマネジメントの重要性と内容
・教員個々の心身の状況変化について敏感であ

ること
・ＤＶＤにおける校長の言葉を分析し，病院に

付き添うことの重要性を理解する
・日常的に良好な人間関係づくりが重要
・各項目ごとのポイント及びまとめを確認する

研修の進め方 関連する視点や課題

１．講義

２．ＤＶＤ視聴

３．まとめ

○メンタルヘルスに係る講義をガイダン
ス的に行う。

○ＤＶＤを全編通して視聴させる

・研修の意味を伝える。

・視聴後に、DVDの内容に係る説明を加える。

６　研修担当者に考えてほしいこと
－メンタルヘルスを全ての教職員の課題とするために－

　
　「メンタルヘルス」の問題は、一部の教職員のみが考えるべきことでは
ありません。
　若手教員であっても、リーダー教員であっても、常に自分の健康に留意
し、自分のストレスや体の変調に気を配る必要があります。つまり、「自
分の健康は自分で守る」というストレスコントロールが重要です。また、
「自分の体の変調に気づく」 こともセルフケアの大切な要素になってきま
す。学校現場は、人間関係が業務の中心を担っているため、メンタルヘル
ス研修が必須のものとなっていることを全教職員が自覚して欲しいと思い
ます。

　次に、若手教員を取り巻く中堅・ベテラン層の教員による、いわゆるラ
インによるケアも大切です。周りの部下の変調に気づき、どのようにアド
バイスをし、どのようにカウンセリングを行うのかを組織全体で考えてい
く必要があります。特に、管理職は、常に学校環境に注意を払い、学校現
場で起きている問題をいち早く見抜き、適切な対応をとらなければなりま

せん。
　また、処遇対応のみではなく、予防的対応へのシフトが欠かせません。
そのために、日頃から「メンタルヘルス」に関する研修を行い、メンタル
ヘルスの重要性を周知徹底させることに努めて欲しいと思います。

　今、学校現場では、様々な教育課題を抱えており、
教職員が懸命に取り組めば取り組むほどそのストレス
は大きくなっています。それだけに特定の教職員だけ
に負担が集中したり、あるいは教職員が孤立したりす
ることのないような職場づくりが求められることにな
ります。「風通しのよい職場」、「笑顔のある職場」は、
まさに教職員の支え合いによって生み出されるもので
す。本ＤＶＤに描かれているように、校長・教頭だけ
でなく、すべての教職員がやりがいのある学校を目指
して取り組んでいくことの大事さを、研修企画者から
研修参加者に対して訴えかけてほしいと思います。



Ⅴ
「キャリア教育の進め方
　−よくわかるキャリア教育−」

「学校におけるコーチング」

その他
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「キャリア教育の進め方
　　−よくわかるキャリア教育−」

１　本 DVD の概要
　このＤＶＤは、「キャリア教育指導者養成研修」を受講された方々に研
修内容についての理解を深めていただくとともに、研修講師として講義等
を行う際に活用できるよう、キャリア教育の要点をコンパクトにまとめた
ものです。平成 20 年度及び 21 年度に当センターが開催した「キャリ
ア教育指導者養成研修」における講義を収録し、編集しました。

２　本 DVD の構成
（１）チャプターの構成
　【第１部　キャリア教育の基礎】と【第２部  新学習指導要領における
キャリア教育】の２部に分けています。
　【第１部　キャリア教育の基礎】は、「キャリア教育とは何か」「キャリ
ア教育と進路指導」等、全１０章にチャプターを分け、それぞれに小項目
を設定しています。
　【第２部　新学習指導要領におけるキャリア教育】は、全６章に分けて
います。なお、各チャプターは、約１０分程度に編集しています。
　全篇を通して再生できますが、各チャプターを選択して視聴することに
より、必要とする事柄をすぐに確認したり、講義等において効果的に活用
したりすることが可能です。

Ⅴ	その他　

トップメニュー画面 メニュー画面（第１部　キャリア教育の基礎）

（２）各章の構成

○キャスターが各章の内容を簡潔に説明します。

○講師の講義場面では、強調点や重要事項をテ
ロップで示します。

○講義で使用した資料は、画面に表示されます。
また、講師が説明している箇所や重要事項は、
下線等でわかりやすく示します。

○各章の終わりには、講義のポイントを簡潔に示
します。

約
10
分
間

３　本ＤＶＤの研修活用例
（１）研修を修了した方が研修内容を振り返り、キャリア教育の要点を再
確認することができます。
（２）キャリア教育に関する研修会における講義等の中に DVD 視聴場面
を適切に組み入れることにより、簡潔で効果的にキャリア教育の理解を深
めることができます。
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流れ 研修の進め方

１　講師による説明
　　（１０分）

２　ＤＶＤ視聴（２分）

３　課題提示（１５分）

４　ＤＶＤ視聴（８分）

５　課題の見直し（５分）

６　共有（１０分）

７　まとめ（１０分）

○中央教育審議会答申や学習指導要領では「体
験活動の充実」がどのように示されているか、
また、職場体験活動を実施する上での事前・
事後指導の必要性　を確認する。

※ DVD「第７章　職場体験活動（事前・事後
指導の在り方） Q 職場体験活動で重要なこと
は何ですか？」を視聴する。（１分３５秒）　
→　一時停止

○「事前・事後指導では、どのようなことがら
に留意すればよいか」について各自の考えを
まとめ、複数　の参加者に発表させる。

○事前・事後指導の留意事項を確認する。
※ DVD「第７章　職場体験活動（事前・事後
指導の在り方）Q 職場体験活動における事前
指導と事後指導の留意点は何ですか？」を視
聴する。（５分４５秒）

○ DVD を視聴した上で、改めて留意点を見直
させる。

○複数の参加者に、職場体験活動を充実させる
ための留意点を発表させる。

○講師の学校及び地域の状況を踏まえた指導助
言により、まとめを行う。

例「職場体験活動における事前・事後指導を充実させるために」（約６０分）

流れ 研修の進め方

１　ＤＶＤ視聴（３０分）

２　グループ協議（１５分）

３　まとめ（１５分）

○キャリア教育をめぐる諸課題を概観させる。
※ DVD「第３章　学力低下をめぐる懸念」か
ら「第５章　キャリア教育と進路指導」まで
を視聴する。（２８分２７秒）

○キャリア教育の現状について協議させる。

○講師によるまとめを行う。
※ DVD「第１章　キャリア教育とは何か？」
を視聴する。（７分３５秒）

活用例１：全篇（又は主な章）の視聴後、グループ討議を行い、講師がま
　　　　　とめる形式（約６０分）
活用例２：個別の章を取り上げ、課題を深める形式

例「今、なぜキャリア教育かを考える」（約６０分）

「学校におけるコーチング」

１　本ＤＶＤの概要
　近年、民間企業等で開発された新たな経営手法を教育界においても様々
な形態で取り入れつつあります。この教材では、校長・教頭等が教員との
コミュニケーションを通じ、教員のやる気を引き出し、教員の自発的行動
を促すとともに、おのおのの教員の個性や才能を育てることを主眼におい
ています。また、問題を抱えている教員に対して、サポートしあえるよう
な学校環境づくりを行うことも大切です。学校におけるコーチングプログ
ラムについて「第１巻　コーチングとは」、「第２巻　コーチングの進め方
（基本編）」に分けて解説しています。

２　本ＤＶＤの使い方
　「コーチングの基本的な考え方研修」、「コーチングのＧＲＯＷモデル研
修」、「問題を抱えたクラスの担任へのコーチング」、「感情的になっている
教師へのコーチング」など、基本やケースに応じた様々な利用が可能です。

３　本ＤＶＤの研修活用例
「管理職向けの研修」
（1）研修の目的：管理職として、教職員のよさと意欲をどう引き出すか。
（2）所要時間：約２時間
（3）研修の流れ

研修の進め方 関連する視点や課題

１ DVD視聴① ( １５分 )
２ 課題指示
    討議① （２０分）

３ ＤＶＤ視聴② （１８分）

４ 課題指示
　 討議②（３０分）

５ 課題指示
　 討議③（３０分）

６ 全体のまとめ（１０分）

・ＤＶＤの第１巻Part ２までを視聴する。
・課題に対して、グループで討議し、発表する。
 「会議や相談をしてきた中で、意欲を引き出した例、
やる気を削いでしまった例を共有しましょう。」

・ＤＶＤの第１巻Part３、第２巻Case１を視聴する。

・課題を指示して、グループで討議し、ロールプレイ
を行う。

 「GROW モデルで Case １の担任への指導助言を す
るとして、役割を決めて、交互にロールプレイをやっ
てみましょう。」

 「他の Case ２～４の中から１つ選んで前半部分を視
聴し、同様に役割を決めて、交互にロールプレイを
やり、見ていた先生方は気づいた点を交流しましょ
う。」

・コーチングの意義や考え方を解説し、管理職やリー
ダーの役割について整理する。

・教職員の意欲ややる気を  
どのように引き出してき
たか。

・GROW モデルによるコー
チングの手順を確認する。

・自信をもって、自分の考え
で行動ができるようにど
のように支援したか。

・コーチングの手法を相互に
アドバイスすることがで
きたか。



おわりに

　おかげさまで、制作したＤＶＤは全国から大きな反響があり、実際に、
多くの都道府県及び市町村等の教育センターや教育委員会の研修会、さら
に学校での校内研修で活用されています。
　ただし、その活用にあたっては、単にＤＶＤ全編を視聴させた後に感想
を求めたり、簡単な討議をしたりするだけの活用にとどまってしまうこと
も多いようです。そこで、ＤＶＤを有効活用していただくために、この「Ｄ
ＶＤ活用法」では、いくつかの活用例を取り上げ、その手法や活用の留意
点、さらに応用例を紹介しました。

　ＤＶＤ「学校の新しい流れ～教師力の連鎖〜」は、関西学院大学の横山利
弘教授を検討委員の座長として、コンセプトやシナリオを検討してきました。
　本ＤＶＤは教師が新任の時に抱いた教育に対する希望や夢を再び想起し
たり、今は多忙のあまり忘れかけている昔なつかしきストーブ談義に見ら
れる「同僚性」など、教育の原点についてもう一度考える機会になればと
いう想いで作成しました。

　ＤＶＤ「You can do it.―小学校に英語がやってきた！―」に関して
は、琉球大学の大城賢教授を座長に、「外国語活動」を小学校に導入する
際には何が必要かを検討し、シナリオを考え、１年以上をかけて作成しま
した。結果として、単なる外国語のスキルの習得をねらいにしたものでは
なく、小学校において「外国語活動」を実施していく上で、小学校教師が
不安にならないよう、校長を中心とした校内体制の在り方はどうするべき
かなどを中心に据えた作品になりました。

　ＤＶＤ「Enjoy English Together! −小学校英語活動における工夫
と留意点−」は、平成１９年度小学校における英語活動等国際理解活動指
導者養成研修で行われた直山木綿子先生（現文部科学省教科調査官）の講
義を収録し、編集したものです。内容としては、(1) ＴＴによる指導法、(2)
学級担任による指導法に関して、実際の授業で使われる実践的な内容につ
いてわかりやすく説明をしています。小学校外国語活動において、少しで
も先生方の参考になればという思いで作成しました。

　ＤＶＤ「リーダー教員のためのメンタルヘルスマネジメント」は三楽病
院精神・神経科部長の中島一憲氏を座長に、学校で大事なメンタルヘルス
の取り組みのポイントを映像化しました。残念なことに中島先生は他界さ
れましたが、御遺志を受け継いでいきたいと考えています。

　これらのＤＶＤは、企画から完成に至るまでに関わったすべてのスタッ
フの思いが一つになって生まれた作品で、数多くの関係者の英知と願いの
結実です。その思いを引き継ぎ、現教員研修センターの事務スタッフで
ある星野・塚田とともにこれからのさらなる研修の充実を誓いたいと思
います。

（事業部　主任指導主事　玉水　透、中村一雅）
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≪本冊子内のＤＶＤ教材について≫
本冊子のＤＶＤ教材は各教育委員会及び教育センター ( 都道府県・指定都市・中核市 ) に配布済ですが、
更に必要な場合は教員研修センターのホームページより申し込むことが可能です。
ご希望の方は教員研修センターホームページ上部の「研修講義・研修教材」から
注文票をダウンロードの上、ＦＡＸにてお申し込みください。

当センターの許可なく、本テキストの転載・複写を禁ずる。

効果的な研修の工夫
『ＮＣＴＤ　ＤＶＤ活用法  −改訂版−』
発行　平成 22 年８月
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